
広報 NISHIWAGA  PUBLIC  RELATIONS

検 索西和賀町

報報広報広報 NISHIWAGA  PUBLIC  RELATIONS

「広報にしわが」は西和賀町のホームページでも公開しています。
http://www.town.nishiwaga.lg.jp/

今月の内容今月の内容今月の内容

新たな世界への第一歩新たな世界への第一歩新たな世界への第一歩

2014
（平成26年）

No.1014月号

　４月８日、湯田小学校の入学式には１０　４月８日、湯田小学校の入学式には１０
人の新１年生が。期待と不安を胸にしなが人の新１年生が。期待と不安を胸にしなが
らも元気にあいさつ。友達１００人できるらも元気にあいさつ。友達１００人できる
かな？（関連記事：４Ｐ）かな？（関連記事：４Ｐ）
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教育表彰、照井清到さん100歳･･････････５Ｐ教育表彰、照井清到さん100歳･･････････５Ｐ
病院長・教育長決まるほか･････････････６Ｐ病院長・教育長決まるほか･････････････６Ｐ
錦秋湖50周年記念事業ほか･････････････７Ｐ錦秋湖50周年記念事業ほか･････････････７Ｐ
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　４月８日、湯田小学校の入学式には１０
人の新１年生が。期待と不安を胸にしなが
らも元気にあいさつ。友達１００人できる
かな？（関連記事：４Ｐ）



平
成
26
年
度
西
和
賀
町
予
算
が
成
立

前
年
度
比
７
億
３
０
０
０
万
円
の
減

2

一
般
会
計
と
特
別
会
計
と
は

　

一
般
会
計
と
は
、
行
政
運
営
に
必
要

な
基
本
的
な
経
費
を
盛
り
込
ん
だ
歳
入

と
歳
出
の
全
体
を
示
し
、
自
治
体
に
と

っ
て
は
も
っ
と
も
規
模
が
大
き
い
会
計

で
重
要
な
会
計
で
す
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
特
別
会
計
と
は
、

簡
易
水
道
、
温
泉
事
業
、
国
民
健
康
保

険
な
ど
の
よ
う
に
、
料
金
や
保
険
料
な

ど
の
特
定
の
収
入
を
財
源
と
し
て
、
特

定
の
目
的
の
事
業
を
行
う
た
め
の
会
計

を
指
し
ま
す
。

歳
入
と
歳
出
と
は

　

歳
入
と
は
入
っ
て
く
る
お
金
で
収
入

の
こ
と
。
歳
出
と
は
、
出
て
い
く
お
金

で
支
出
の
こ
と
。

地
方
交
付
税
と
は

　

規
模
の
大
小
に
か
か
わ
ら
ず
ど
の
市

町
村
で
も
同
じ
よ
う
な
行
政
事
務
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
国
税
（
所

得
税
、
法
人
税
、
酒
税
、
た
ば
こ
税
な

ど
）
の
そ
れ
ぞ
れ
の
一
定
割
合
を
、
一

定
の
基
準
に
よ
り
国
が
市
町
村
に
交
付

す
る
も
の
。

自
主
財
源
と
依
存
財
源
と
は

　

自
主
財
源
と
は
、
町
民
税
や
法
人
税

な
ど
の
町
税
の
ほ
か
、
手
数
料
な
ど
を

指
し
、
一
方
の
依
存
財
源
と
は
地
方
交

付
税
や
町
債
、
国
庫
支
出
金
、
県
支
出

金
な
ど
が
含
ま
れ
ま
す
。

　

３
月
定
例
議
会
が
３
月
５
日
か

ら
19
日
ま
で
の
日
程
で
行
わ
れ
、

平
成
26
年
度
の
予
算
が
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
予
算
額
は
64
億
１

４
０
０
万
円
で
、
前
年
度
の
当
初

予
算
と
比
較
し
て
７
億
３
０
０
０

万
円
の
減
。
率
に
す
る
と
１
０
・

２
％
の
減
に
な
り
ま
し
た
。
町
立

西
和
賀
さ
わ
う
ち
病
院
の
建
設
工

事
の
進
捗
に
よ
る
工
事
費
用
の
減

少
が
大
き
な
要
因
で
す
。

　

ま
た
８
つ
の
特
別
会
計
の
総
額

は
お
よ
そ
35
億
５
７
６
３
万
円
で
、

前
年
度
と
比
べ
１
億
５
１
９
１
万

円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

国
保
会
計
か
ら
病
院
建
設
事
業
へ

の
繰
り
出
し
金
が
減
っ
た
こ
と
に

よ
る
減
少
が
主
な
要
因
で
す
。

　

一
般
会
計
の
歳
入
の
自
主
財
源

は
、
町
税
が
お
よ
そ
５
億
円
、
手

数
料
や
財
産
収
入
な
ど
が
9
億
４

２
９
５
万
円
で
す
。

　

最
も
大
き
な
収
入
で
、
各
自
治

体
の
基
本
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
維
持

す
る
た
め
に
国
か
ら
交
付
さ
れ
る

地
方
交
付
税
は
34
億
３
０
０
０
万

円
で
す
。

　

町
の
借
金
に
あ
た
る
町
債
は
お

よ
そ
６
億
１
５
４
０
万
円
で
、
前

年
度
と
比
べ
お
よ
そ
６
億
４
８
７

０
万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

理
解
を
深
め
る
た
め
に

【
歳
入
・
自
主
財
源
は

　
　
　

14
億
４
０
２
９
万
円
】

平
成
26
年
度
予
算
の
概
要

その他
9億4295万円
（14.7％）

その他
9億4295万円
（14.7％）

自主財源
14億4029万円
（22.5％）

地方交付税
34億3000万円
（53.5%）

依存財源
49億7371万円
（77.5％）

国庫支出金
4億3283万円
（6.8%）

県支出金
3億3488万円（5.2%）

町債
6億1540万円
（9.6%）

【依存財源その他内訳】
地方譲与税　　　　　　　7900万円
利子割交付金　　　　　　　80万円
配当割交付金　　　　　　　10万円
株式等譲渡所得割交付金　　10万円
地方消費税交付金　　　　6600万円
ゴルフ場利用税交付金　　　400万円
自動車取得税交付金　　　　900万円
交通安全対策特別交付金　　90万円
地方特例交付金　　　　　　70万円

一般会計歳入

町税
4億9734万円
（7.8％）

その他
1億6060万円
（2.4%） 【自主財源その他内訳】

分担金及び負担金　2710万円
使用料　　　　　　6139万円
手数料　　　　　　1482万円
財産収入　　　　　　373万円
繰入金　　　　　6億8532万円
繰越金　　　　　　8500万円
諸収入　　　　　　6559万円
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町
債
（
地
方
債
）
と
は

　

町
が
道
路
整
備
や
建
物
建
築
な
ど
に

充
て
る
た
め
借
り
入
れ
る
お
金
の
こ
と
。

公
債
費
と
は

　

町
が
こ
れ
ま
で
に
借
り
入
れ
た
借
金

を
返
済
す
る
お
金
。

普
通
建
設
事
業
費
と
は

　

道
路
や
公
共
施
設
の
建
設
、
改
修
な

ど
を
行
う
費
用
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
国
や
県
の
補
助
を
受
け
て
実

施
す
る
事
業
を
補
助
建
設
事
業
と
い
い
、

単
独
事
業
は
補
助
の
入
ら
な
い
事
業
を

指
し
ま
す
。

人
件
費
と
は

　

特
別
職
（
町
長
や
議
員
）
、
一
般
職

員
の
ほ
か
各
種
委
員
な
ど
に
支
払
わ
れ

る
費
用
。

　

ま
た
、
特
別
会
計
に
携
わ
る
職
員
に

つ
い
て
は
そ
の
会
計
か
ら
人
件
費
が
支

払
わ
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

物
件
費
と
は

　

公
共
施
設
の
燃
料
、
光
熱
水
費
や
委

託
料
な
ど
の
費
用
。

補
助
費
と
は

　

各
種
団
体
に
対
す
る
補
助
、
負
担
金

な
ど
に
要
す
る
経
費
。

扶
助
費
と
は

　

医
療
費
や
児
童
手
当
で
給
付
な
ど
に

充
て
ら
れ
る
費
用
。

　

一
般
会
計
の
歳
出
で
最
も
大
き

な
支
出
は
補
助
費
で
、
12
億
１
１

２
８
万
円
で
前
年
度
と
比
べ
て
10

億
２
６
３
７
万
円
の
減
額
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
、
病

院
建
設
へ
の
費
用
が
減
少
と
な
っ

た
た
め
で
す
。

　

次
に
大
き
い
支
出
は
人
件
費
で
、

10
億
９
３
６
７
万
円
で
す
。
前
年

度
と
比
べ
て
９
３
７
万
円
の
増
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
繰
出
金
は

７
億
５
４
２
１
万
円
で
１
億
８
１

５
０
万
円
の
減
と
な
っ
て
お
り
、

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
の
簡
易

水
道
施
設
統
合
整
備
事
業
の
導
・

配
水
管
敷
設
工
事
費
の
減
少
に
よ

る
も
の
で
す
。

【
歳
出
・
補
助
費
に

　
　

12
億
１
１
２
８
万
円
】

　

町
は
、
町
の
予
算
が
ど
の
よ

う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
、
財
政

状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
を

説
明
し
た
『
西
和
賀
町
予
算
説

明
書
』
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す

る
ほ
か
、
総
務
課
窓
口
で
実
費

に
て
配
布
い
た
し
ま
す
。
そ
の

ほ
か
、
予
算
の
内
容
や
主
な
事

業
に
つ
い
て
詳
し
く
知
り
た
い

方
は
総
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
／
総
務
課

　
　
　
　
　
　

☎
82
３
２
８
１

予
算
に
つ
い
て
詳
し
く
は

　
　
　
　
　
　

総
務
課
ま
で

国民健康保険特別会計
後期高齢者医療特別会計

簡易水道事業特別会計
下水道事業特別会計
農業集落排水事業特別会計
温泉事業特別会計

合　　　計

各会計予算の状況

一 般 会 計 64億1400万円

一般会計と特別会計の合計

収 益 的 収 入
収 益 的 支 出
資 本 的 収 入
資 本 的 支 出

沢内病院
事業会計

8億5674万円
7677万円

10億7665万円
1291万円

9億5740万円
4億3581万円
5055万円
9080万円

35億5763万円

特別会計

総務費
6億4752万円
（10.1%）

民生費
11億5918万円
（18.1%）

衛生費
11億5889万円
（18.1%）

一般会計歳出

農林水産業費
4億2787万円（6.7%）

商工費
2億5692万円（4.0%）

土木費
8億8684万円
（13.8%）

消防費
2億8505万円
（4.4%）

教育費
6億3015万円
（9.8%）

公債費
8億1982万円
（12.8%）

その他
1億4176万円（2.2%）

目的別

【その他の内訳】
議会費　　　7771万円
労働費　　　4948万円
災害復旧費　　657万円
予備費　　　　800万円

性質別

人件費
10億9367万円
（17.0%）

扶助費
4億3751万円
（6.8%）

公債費
8億1982万円
（12.8%）

物件費
8億7891万円
（13.7%）

補助費等
12億1128万円
（18.9%）

繰出金
7億5421万円
（11.8%）

普通建設事業費
9億9580万円
（15.5%）

その他
2億2280万円（3.5%）

【その他の内訳】
維持補修費　　　1億8479万円
投資及び出資金・貸付金 2310万円
災害復旧費　　　　　 657万円
積立金　　　　　　　　34万円
予備費　　　　　　　 800万円

介護保険
特別会計

保険事業勘定
介護サービス事業勘定

NISHIWAGA－2014.04.

99億7163万円

8億0391万円
 8億0391万円
4億3786万円
4億3786万円



入
学
お
め
で
と
う

入
学
お
め
で
と
う

入
学
お
め
で
と
う

呼名に返事をする入学生（沢内中学校）

緊張しながらも期待いっぱいの新入生（湯田小学校）

希
望
を
胸
に
新
し
い
出
発

4NISHIWAGA－2014.04.

　

4
月
3
日
か
ら
8
日
に
か
け
、
保
育
施
設
、

町
立
小
・
中
学
校
、
県
立
西
和
賀
高
等
学
校

で
そ
れ
ぞ
れ
入
園
・
入
学
式
が
行
わ
れ
、
新

し
い
春
の
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
入
園
児
は
、
川
尻
保
育
園
が
４
人
、

湯
本
保
育
園
が
７
人
、
新
町
保
育
所
が
２
人
、

せ
ん
だ
ん
保
育
所
が
４
人
、
そ
し
て
川
舟
保

育
所
が
３
人
で
す
。

　

小
学
校
で
は
、
湯
田
小
学
校
で
10
人
、
沢

内
小
学
校
で
18
人
が
入
学
し
ま
し
た
。

の
姿
が
見
え
な
く

な
っ
た
こ
と
に
気
付

い
た
当
時
町
消
防
団

の
髙
橋
武
男
副
団
長

が
、
近
く
に
住
む
政
志
さ
ん
に
協
力
を
求
め

現
場
に
急
行
し
ま
し
た
。
屋
根
か
ら
雪
が
落

ち
て
い
る
こ
と
か
ら
雪
に
埋
も
れ
て
い
る
と

判
断
し
た
２
人
は
、
そ
の
周
辺
を
ス
コ
ッ
プ

で
掘
り
起
こ
し
ま
し
た
。
間
も
な
く
男
性
を

発
見
し
、
す
ぐ
に
救
急
車
で
病
院
に
搬
送
。

男
性
は
大
き
な
ケ
ガ
も
な
く
、
同
日
中
に
帰

宅
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

鈴
木
消
防
長
は
「
町
民
の
み
な
さ
ん
の
安

全
安
心
に
な
る
す
ば
ら
し
い
功
績
。
今
後
と

も
、
地
域
の
た
め
に
尽
力
を
お
願
い
し
た

い
」
と
受
賞
を
た
た
え
ま
し
た
。
政
志
さ
ん

は
「
そ
の
時
は
自
分
も
雪
か
き
を
し
て
い
た
。

気
温
が
上
が
っ
て
い
た
の
で
、
屋
根
の
雪
に

は
注
意
す
る
よ
う
に
と
話
し
た
。
し
ば
ら
く

す
る
と
屋
根
の
雪
が
な
く
な
っ
て
い
た
の
で
、

も
し
や
と
思
い
武
男
さ
ん
と
一
緒
に
落
ち
た

雪
の
中
を
探
し
た
」
と
当
時
を
振
り
返
っ
て

い
ま
し
た
。

　

町
監
査
委

員
と
し
て
在

職
中
の
米
澤

卓
生
さ
ん
が
、

監
査
功
労
者

と
し
て
岩
手

　

3
月
27
日
、

西
和
賀
消
防

署
で
消
防
業

務
（
人
命
救

助
）
一
般
協

力
者
の
表
彰

が
行
な
わ
れ

ま
し
た
。
表

彰
を
受
け
た

の
は
髙
橋
政

志
さ
ん
で
、

湯
田
地
内
で

発
生
し
た
雪
埋
も
れ
事
故
の
際
、
埋
も
れ
た

男
性
を
い
ち
早
く
発
見
し
、
救
助
に
多
大
な

貢
献
を
し
た
こ
と
を
た
た
え
、
鈴
木
和
夫
消

防
長
か
ら
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

事
故
は
、
3
月
9
日
の
14
時
こ
ろ
に
発
生
。

湯
田
地
内
で
小
屋
屋
根
の
雪
下
ろ
し
の
た
め
、

は
し
ご
を
掛
け
除
雪
作
業
を
し
て
い
た
男
性

たくお

米澤　卓生さん
（76歳・太田）

県
町
村
監
査
委
員
協
議
会
表
彰
を
受
賞
し

ま
し
た
。

　

米
澤
さ
ん
は
、
西
和
賀
町
の
誕
生
時
期

か
ら
監
査
事
務
に
携
わ
り
、
新
し
い
町
の

監
査
事
務
の
基
礎
を
築
き
ま
し
た
。
自
身

の
経
験
を
監
査
に
生
か
し
、
そ
の
知
識
は

豊
富
で
着
眼
点
も
鋭
く
、
町
に
と
っ
て
有

意
義
な
意
見
や
指
摘
を
す
る
な
ど
、
町
行

財
政
の
適
正
運
営
に
大
き
な
貢
献
が
認
め

ら
れ
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

表彰を受けた高橋政志さん

髙
橋
政
志
さ
ん（
湯
田
）が
男
性
を
救
助

北
上
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
よ
り
表
彰

岩
手
県
町
村
監
査
委
員
協
議
会

監
査
功
労
者
表
彰

　

米
澤
卓
生
さ
ん
が
受
賞

　

10
人
の
新
入
生
を
迎
え
た
湯
田
小
学
校
の

入
学
式
は
、
4
月
8
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
で
白
石
健
也
校
長
が
「
1
年
生
の
皆
さ
ん

に
守
っ
て
も
ら
い
た
い
こ
と
。
元
気
に
あ
い

さ
つ
を
す
る
こ
と
。
交
通
事
故
に
気
を
つ
け

る
こ
と
。
早
寝
、
早
起
き
、
朝
ご
は
ん
。
こ

の
３
つ
を
守
っ
て
、
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
」

と
新
入
生
と
約
束
を
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
４
月
５
日
に
行
わ
れ
た
中
学
校
の

入
学
式
で
は
、
湯
田
中
学
校
が
20
人
、
沢
内

中
学
校
が
19
人
、
4
月
8
日
に
入
学
式
が
行

わ
れ
た
県
立
西
和
賀
高
校
で
は
50
人
が
入
学

し
ま
し
た
。
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【受賞者紹介】※学校名・学年は受賞当時、敬称略、順不同

　

3
月
25
日
、
太
田
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
平
成
25

年
度
西
和
賀
町
教
育
委
員
会
表
彰
式
並
び
に
西
和
賀

町
体
育
協
会
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

教
育
委
員
会
表
彰
は
、
学
校
教
育
や
体
育
振
興
な

ど
顕
著
な
活
躍
・
活
動
で
町
民
に
大
き
な
活
力
を
与

え
た
者
の
功
績
を
た
た
え
る
た
め
に
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
体
育
協
会
表
彰
は
、
町
体
育
協
会
（
高
橋

謙
治
会
長
・
新
町
）
が
協
会
の
発
展
や
地
域
ス
ポ
ー

ツ
振
興
へ
の
尽
力
、
各
種
大
会
で
優
秀
な
成
績
を
お

さ
め
た
選
手
を
た
た
え
て
い
ま
す
。

　

受
賞
者
を
代
表
し
、
社
会
教
育
委
員
と
し
て
社
会

教
育
の
発
展
と
教
育
行
政
の
進
展
に
貢
献
し
た
菅
原

洋
一
さ
ん
（
左
草
）
が
「
表
彰
し
て
い
た
だ
い
た
こ

と
は
喜
ば
し
く
、
誇
り
に
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の

西
和
賀
町
の
発
展
の
た
め
に
微
力
な
が
ら
も
貢
献
で

き
る
よ
う
、
気
持
ち
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
」
と

感
謝
の
意
を
述
べ
ま
し
た
。

平成25年度教育委員会表彰・体育協会表彰

前列左から、及川美佳さん、高橋伽奈さん、田中風花さん、菅原洋一さん
後列左から、髙橋武雄さん（代理:野澤涼子さん）、照井貴子さん（代理：
照井サキ子さん）、高橋貞夫さん、菅原義美さん

　

介
護
老
人
保
健
施
設
清
水
苑
に
入
所
し
て
い
る
照
井
清

到
さ
ん
が
１
０
０
歳
を
迎
え
４
月
17
日
、
細
井
町
長
が
訪

問
し
、
お
祝
い
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

清
到
さ
ん
は
大
正
３
年
４
月
17
日
、
新
町
生
ま
れ
。
昭

和
９
年
に
裁
判
所
書
記
登
用
試
験
に
合
格
し
、
昭
和
46
年

の
退
官
ま
で
の
間
、
盛
岡
地
方
法
務
局
供
託
、
訴
訟
、
総

務
課
長
な
ど
の
要
職
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

退
官
後
は
、
大
野
に
司
法
書
士
事
務
所
を
開
業
、
ま
ち

の
法
律
家
と
し
て
人
々
の
生
活
を
支
え
る
仕
事
を
生
業
と

し
、
ま
た
人
権
擁
護
委
員
の
任
を
受
け
人
権
相
談
や
人
権

侵
犯
の
監
視
な
ど
に
尽
力
さ
れ
る
な
ど
、
そ
の
功
績
に
よ

り
昭
和
63
年
に
勲
五
等
双
光
旭
日
章
を
授
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

「
男
性
で
１
０
０
歳
を
迎
え
ら
れ
て
い
る
の
は
清
到
さ

ん
だ
け
で
す
。
今
後
も
元
気
で
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
」

と
細
井
町
長
か
ら
の

お
祝
い
の
こ
と
ば
に
、

照
井
さ
ん
は
「
清
水

苑
の
み
な
さ
ん
に
良

く
し
て
も
ら
い
、
１

０
０
才
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
た
。
本
当

に
あ
り
が
た
い
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　

施
設
の
食
事
で
は

好
き
嫌
い
な
く
何
で

も
自
分
で
食
べ
、
記

憶
も
は
っ
き
り
し
て

い
て
、
元
気
い
っ
ぱ

い
楽
し
ん
で
い
る
そ

う
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で

照
井
清
到
さ
ん
が
１
０
０
歳

せ
い
と
う

お祝いにかけつけた家族と一緒に記念写真

◆教育委員会表彰 
菅原　洋一（左草）
　昭和62年4月から平成25年3月まで26年間、社会教育委員として本
　町社会教育の発展に尽力。特にも、農政や青少年問題、男女共同
　参画などの分野で活躍し、教育行政の進展に大きく貢献しました
田中　風花（沢内中学校3年・川舟）
　第63回岩手県中学校スキー大会クロスカントリー競技女子3㎞フリー優勝
　第51回全国中学校スキー大会クロスカントリー競技女子リレー10位
高橋　伽奈（西和賀高校3年・北上市）
　第28回国民文化祭「文芸祭現代詩大会」日本現代詩人会会長賞
及川　美佳（西和賀高校3年・北上市）
　第３回「命の大切さを学ぶ教室全国作文コンクール」警視庁給与厚生課長賞

◆体育協会表彰・功労賞 
髙橋　武雄（西和賀山岳会・湯本）
　永年にわたり、山岳会の会長として協会の発展に寄与。町主催の
　山開きへの協力や町民登山の主催など、町民の体力向上や登山人
　口の底辺拡大に多大な貢献をしました

髙橋　貞夫（町グラウンド・ゴルフ協会）
　気軽にできる生涯スポーツの一つとして、協会の立ち上げ、施設
　整備を行い愛好者を増やし、会長として会員相互の調和を図り、
　各種大会開催や普及活動に努めるなど多大な貢献をしました
菅原　義美（町スキー協会・野々宿）
　永年にわたり、スキー協会の役員として協会の発展に寄与。小・
　中学生やスポーツ少年団の指導に尽力されるとともに、スキー
　人口の底辺拡大に多大な貢献をしました

◆体育協会・優秀選手賞 
照井　貴子（町陸上競技協会・長瀬野）
　第65回岩手県民体育大会　成年女子７部10000ｍ競歩優勝
田中　ゆかり（旭川大学高校３年・新町）
　第63回全国高校スキー大会クロスカントリー競技５㎞フリー準優
　勝、クラシカル5位
　全日本選手権距離女子30Ｋｍフリー３位、ノルディックスキー
　世界ジュニア大会出場
田中　風花（沢内中学校３年・川舟）
　第63回岩手県中学校スキー大会クロスカントリー競技女子３㎞
　フリー優勝
　第51回全国中学校スキー大会クロスカントリー競技女子リレー10位



　４月１日付けで、地域おこし協力隊員とし
て森陽平さんと村上彰さんを委嘱しました。
　森さんは東京都西東京市、村上さんは山形
県山形市の出身。２人とも銀河ホール学生演
劇合宿事業で訪れたことがきっかけになった
そうです。
　地域おこし協力隊は総務省が行う事業で、
人口減少や高齢化等が著しい地域に、地域外
から人材を誘致し、その定住・定着を図ること
で、意欲ある都市住民のニーズに応えながら、
地位気力の維持や強化を図ることを目的とし
ています。

森陽平さん村上彰さん

第２期地域おこし協力隊員を委嘱
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教
育
長
に
船
田
さ
ん

教
育
委
員
に
加
藤
さ
ん

◆
問
い
合
わ
せ
先
／
町
民
課
☎
85
２
１
１
１

　

４
月
１
日
に
湯
田
庁
舎
で
行
わ
れ
た
教
育

委
員
会
議
で
、
任
期
満
了
に
よ
り
空
席
と
な

っ
て
い
た
教
育
長
に
船
田
浩
さ
ん（
北
上
市
）

が
互
選
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
４
月
１
日
か

ら
４
年
間
と
な
り
ま
す
。

　

船
田
教
育
長
は
、
１
９
８
６
年
４
月
に
黒

沢
尻
東
小
学
校
教
諭
と
な
り
、
97
年
〜
２
０

０
０
年
ま
で
旧
湯
田
町
教
育
委
員
会
で
社
会

教
育
主
事
と
し
て
勤
務
。
洋
野
町
立
角
浜
小

学
校
教
頭
・
副
校
長
、
県
立
生
涯
学
習
推
進

セ
ン
タ
ー
生
涯
学
習
部
長
、
県
教
育
委
員
会

生
涯
学
習
文
化
課
生
涯
学
習
担
当
課
長
な
ど

を
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
月
19
日
に
沢
内
庁
舎
議
場
で
行
わ
れ
た

定
例
議
会
で
、
欠
員
が
生
じ
て
い
た
教
育
委

員
に
新
た
に
加
藤
和
夫
さ
ん
（
新
町
）
が
選

任
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
４
月
１
日
か
ら
４

年
間
と
な
り
ま
す
。

船田　　浩
教育長

加藤　和夫
教育委員

消
防
団
長

糯田　　勉
消防団長

　

町
消
防
団
は
、
消
防
団
幹
部
の
任
期
満
了

に
伴
い
、
団
長
に
糯
田
勉
さ
ん
を
再
任
し
ま

し
た
。任
期
は
、４
月
１
日
か
ら
３
年
間
で
す
。

　

基
本
的
人
権
が
侵
犯
さ
れ
る
こ
と
を
監
視

し
、
侵
犯
さ
れ
た
場
合
は
そ
の
救
済
の
た
め

に
適
切
な
処
理
を
す
る
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

任
期
は
３
年
間
で
、
自
宅
や
電
話
で
の
相
談

に
も
応
じ
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘

密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

　

町
内
で
は
髙
橋
範
子
さ
ん
の
ほ
か
に
も
藤

原
忠
正
さ
ん
（
川
尻
）
、
和
泉
昭
さ
ん
（
鍵

飯
）
、
髙
橋
千
賀
子
さ
ん
（
川
舟
）
も
人
権

擁
護
委
員
と
し
て
任
命
さ
れ
て
い
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

人
権
擁
護
委
員

◆
髙
橋
範
子
さ
ん
（
槻
沢
）
を
選
任

　

新
た
な
人
権
擁

護
委
員
と
し
て
、

槻
沢
の
髙
橋
範
子

さ
ん
が
国
か
ら
委

嘱
を
受
け
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
は
、

◆
糯
田
勉
さ
ん
（
川
尻
）
を
再
任

新
病
院
長
を
任
命

医
師
３
人
体
制
に

北村　道彦
病院長

千田　英之
内科医長

　

４
月
２
日
付
け
で
、
沢
内
病
院
の
病
院
長

に
北
村
道
彦
先
生
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　

北
村
病
院
長
は
、
宮
城
県
加
美
町
出
身
で
、

専
門
は
外
科
。
各
地
の
病
院
勤
務
を
経
て
、

秋
田
大
学
医
学
部
第
２
外
科
助
教
授
を
は
じ

め
、
県
立
胆
沢
病
院
副
病
院
長
心
得
兼
外
科

長
、
統
合
前
の
旧
北
上
病
院
、
花
巻
厚
生
両

病
院
の
統
括
副
院
長
、
統
合
開
院
し
た
県
立

中
部
病
院
の
初
代
病
院
長
な
ど
を
歴
任
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
４
月
１
日
付
け
で
、
沢
内
病
院
の

内
科
医
長
と
し
て
千
田
英
之
先
生
が
着
任
し

ま
し
た
。

　

千
田
先
生
は
岩
手
県
の
派
遣
医
師
と
し
て
、

県
立
宮
古
病
院
か
ら
着
任
。
派
遣
期
間
は
１

年
間
で
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
沢
内
病
院
の
診
療
は
、
外

科
の
須
原
誠
副
院
長
を
含
め
た
医
師
３
人
体

制
で
行
な
う
ほ
か
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
他
院

か
ら
の
応
援
を
受
け
な
が
ら
行
な
わ
れ
ま
す
。

◆
病
院
長
に
北
村
道
彦
先
生
、

　

内
科
医
長
に
千
田
英
之
先
生
着
任

佐々木雪恵
会長

婦
人
消
防
協
力
隊

連
絡
協
議
会
会
長

　

町
婦
人
消
防
協
力
隊
連
絡
協
議
会
は
、
任

期
満
了
に
よ
る
役
員
選
任
を
行
い
、
会
長
に

佐
々
木
雪
恵
さ
ん
が
就
任
し
ま
し
た
。
任
期

は
４
月
１
日
か
ら
３
年
間
で
す
。

◆
佐
々
木
雪
恵
さ
ん
（
太
田
）
が
就
任

みちひこひでゆき
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子
ど
も
文
庫
１
０
０
冊
贈
呈

　

読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
る
グ

ル
ー
プ
「
お
は
な
し
き
ら
き
ら
」
（
山
本
正

子
会
長
・
川
尻
）
が
、
日
頃
の
児
童
に
対
す

る
読
書
啓
発
が
青
少
年
の
健
全
育
成
の
た
め

に
き
わ
め
て
意
義
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
、
３

月
５
日
に
伊
藤
忠
記
念
財
団
子
ど
も
文
庫
助

成
事
業
に
よ
る
子
ど
も
の
本
１
０
０
冊
の
贈

呈
を
受
け
ま
し
た
。

　

子
ど
も
文
庫
助
成
事
業
は
、
公
益
財
団
法

人
伊
藤
忠
記
念
財
団
が
行
う
子
ど
も
文
庫
活

動
に
対
す
る
助
成
で
、
昭
和
50
年
よ
り
子
ど

も
達
の
読
書
啓
発
活
動
に
携
わ
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
支
援
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

「
お
は
な
し
き
ら
き
ら
」
は
、
読
書
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
ほ
か
、
地
域
の
民
話
を
手

作
り
紙
芝
居
に
し
て
伝
え
る
取
組
み
や
お
は

な
し
会
と
い
っ
た
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

贈
呈
さ
れ
た
本
は
、
子
ど
も
の
読
書
や
読
み

聞
か
せ
活
動
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

　

耳
取
区
、
草
井
沢
区
、
鷲
之
巣
区
の
３
行

政
区
は
、
人
口
や
世
帯
の
減
少
な
ど
に
よ
り
、

機
能
維
持
や
自
治
組
織
活
動
の
あ
り
方
に
つ

い
て
問
題
提
起
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
問

題
を
検
討
す
る
た
め
、
平
成
25
年
６
月
18
日

に
耳
取
・
草
井
沢
・
鷲
之
巣
地
区
行
政
区
統

合
検
討
委
員
会
が
設
立
さ
れ
、
第
３
回
目
の

会
議
で
統
合
後
の
組
織
運
営
と
運
営
負
担
な

ど
に
つ
い
て
考
え
が
ま
と
ま
り
、
統
合
準
備

に
進
む
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

統
合
準
備
は
、
11
月
１
日
に
第
１
回
の
耳

取
・
草
井
沢
・
鷲
之
巣
地
区
行
政
区
統
合
準

備
会
が
開
催
さ
れ
、
委
員
15
人
の
組
織
に
よ

り
駒
ヶ
嶺
能
弘
さ
ん
（
耳
取
）
を
会
長
に
選

任
し
て
協
議
が
始
ま
り
ま
し
た
。
主
な
協
議

事
項
は
、
行
政
区
の
名
称
、
協
議
会
組
織
の

仕
組
み
、
班
編
成
や
班
長
業
務
、
初
年
度
と

な
る
平
成
26
年
度
協
議
会
事
業
計
画
・
予
算

（
案
）
な
ど
。
行
政
区
の
名
称
は
、
耳
取
区

で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
半
数
が
回
答
し
、
ま
た

過
去
の
行
事
等
で
３
地
区
の
総
称
と
し
て
使

用
し
た
経
緯
な
ど
か
ら
、
「
天
ヶ
瀬
区
」
と

選
定
し
、
３
月
18
日
の
第
９
回
会
議
ま
で
協

議
が
重
ね
ら
れ
準
備
会
で
の
検
討
を
終
え
ま

し
た
。

　

そ
し
て
、
３
月
23
日
に
天
ヶ
瀬
区
運
営
協

議
会
設
立
総
会
が
開
催
さ
れ
、
協
議
会
規
約

や
常
任
委
員
、
平
成
26
年
度
事
業
計
画
・
収

支
予
算
な
ど
を
決
定
し
、
４
月
１
日
か
ら
３

行
政
区
が
統
合
し
た
全
67
世
帯
の
「
天
ヶ
瀬

区
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

錦
秋
湖
や
和
賀
川
の
も
つ
資
源
を
観
光
や

住
民
生
活
に
有
効
利
用
す
る
た
め
、
平
成
25

年
９
月
30
日
に
錦
秋
湖
及
び
和
賀
川
活
用
に

関
す
る
検
討
委
員
会
（
早
川
久
衛
会
長
）
が

設
置
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
会
は
、
平
成
26
年

度
に
錦
秋
湖
（
湯
田
ダ
ム
）
が
完
成
50
周
年

を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、「
新
た
な
観
光
づ
く
り
」

や
「
住
民
が
利
用
し
や
す
い
環
境
を
つ
く
る
」

た
め
の
き
っ
か
け
と
す
る
50
周
年
記
念
事
業

に
つ
い
て
検
討
す
る
組
織
と
し
て
、
町
観
光

協
会
が
商
工
会
や
地
区
協
議
会
、
北
上
信
用

金
庫
な
ど
の
関
係
機
関
に
呼
び
か
け
て
結
成

さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

委
員
会
設
置
以
来
協
議
が
重
ね
ら
れ
、
３

月
26
日
の
会
議
で
記
念
事
業
の
取
組
み
内
容

が
決
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
概
要
は
左
わ
く
の

と
お
り
で
す
。

●
錦
秋
湖
及
び
和
賀
川
活
用
に
関
す
る
検
討
委
員
会

　

５
月
中
旬　

錦
秋
湖
観
光
利
用
ボ
ー
ト
調
査
（
〜
６
月
上
旬
）

　

７
月
中
旬　

錦
秋
湖
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
調
査

　

７
月
中
旬　

貯
砂
ダ
ム
愛
称
募
集
（
〜
８
月
中
旬
）

　

９
月
下
旬　

錦
秋
湖
（
湯
田
ダ
ム
）
50
周
年
記
念
・
交
流
会

　
　
　
　
　
　

貯
砂
ダ
ム
愛
称
公
表
式

　
　
　
　
　
　

和
賀
川
の
恵
み
・
食
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
４

　
　
　
　
　
　

貯
砂
ダ
ム
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
調
査

●
西
和
賀
町

　

湯
田
ダ
ム
50
周
年
記
念
テ
レ
ビ
番
組
制
作

●
錦
秋
湖
湖
水
ま
つ
り
実
行
委
員
会
（
西
和
賀
商
工
会
）

　

湖
水
ま
つ
り
花
火
打
ち
上
げ
筏
更
新

●
湯
田
温
泉
峡
旅
館
組
合

　

全
国
大
学
生
演
劇
・
美
術
大
学

●
西
和
賀
淡
水
漁
業
協
同
組
合

　

和
賀
川
「
鮎
や
な
」
調
査

●
湯
田
ダ
ム
管
理
支
所

　

湯
田
ダ
ム
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

　

上
下
流
交
流
和
賀
川
子
ど
も
探
検
会

　

錦
秋
湖
名
称
看
板
設
置

◀西和賀高校生がデザインした
　記念事業のロゴマーク

湯
田
ダ
ム
建
設
か
ら
50
年

錦
秋
湖
や
和
賀
川
の
も
つ
資
源
を
観
光
や

住
民
生
活
に
有
効
利
用
す
る
た
め
、
平
成
25

に
つ
い
て
検
討
す
る
組
織
と
し
て
、
町
観
光

協
会
が
商
工
会
や
地
区
協
議
会
、
北
上
信
用

湯
田
ダ
ム
建
設
か
ら
50
年

「
錦
秋
湖（
湯
田
ダ
ム

「
錦
秋
湖（
湯
田
ダ
ム
）50
周
年
」記
念
事
業

周
年
」記
念
事
業

「
錦
秋
湖（
湯
田
ダ
ム
）50
周
年
」記
念
事
業

工
会
）

耳
取
区
、草
井
沢
区
、鷲
之
巣

区
が
統
合
し
て
天
ヶ
瀬
区
に

◆
問
い
合
わ
せ
先
／
西
和
賀
町
観
光
協
会
☎
82
１
１
３
５

贈呈された本を前にする「おはなしきらきら」の
みなさん
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技
師
（
同
課
技
師
）
佐
藤
舞
▽
建
設
課
主
任

自
動
車
運
転
手
（
教
育
委
員
会
学
務
課
事
務

局
主
任
自
動
車
運
転
手
）
有
馬
治
▽
町
民
課

主
任
用
務
員
（
教
育
委
員
会
旧
川
尻
小
学
校

主
任
用
務
員
）
佐
々
木
エ
リ
子
▽
総
務
課
主

任
（
再
任
用
）
高
橋
達
▽
観
光
商
工
課
主
事

（
新
採
用
）
北
島
寛
哉
▽
岩
手
中
部
広
域
行

政
組
合
派
遣
（
医
療
保
険
室
主
任
）
高
橋
毅

▽
釜
石
市
派
遣
（
総
務
課
主
任
）
高
橋
良
栄

▽
西
和
賀
町
観
光
協
会
派
遣
（
再
任
用
）
菅

原
利
明

■
川
舟
保
育
所

▽
主
任
調
理
員
（
せ
ん
だ
ん
保
育
所
主
任
調

理
員
）
深
沢
良
江
▽
保
育
士
（
新
採
用
）
高

橋
瑠
璃

■
せ
ん
だ
ん
保
育
所

▽
所
長
（
同
所
副
所
長
）
黒
渕
真
貴
子
▽
副

所
長
（
川
舟
保
育
所
上
席
主
任
保
育
士
）
加

藤
恵
子
▽
主
任
調
理
員
（
新
町
保
育
所
主
任

調
理
員
）
佐
々
木
直
子
▽
主
任
保
育
士
（
再

任
用
）
村
上
順
子
▽
保
育
士
（
新
採
用
）
戸

田
遥

■
新
町
保
育
所

▽
主
任
調
理
員
（
川
舟
保
育
所
主
任
調
理

師
）
石
川
美
佐
子

■
沢
内
病
院

▽
病
院
長
（
新
採
用
）
北
村
道
彦
▽
内
科
医

長
（
岩
手
県
立
宮
古
病
院
医
長
）
千
田
英
之

▽
検
査
科
主
任
臨
床
検
査
技
師
（
新
採
用
）

川
口
一
樹
▽
看
護
科
看
護
師
（
新
採
用
）
福

来
敬
史
▽
検
査
科
診
療
放
射
線
技
師
（
新
採

用
）
小
倉
巧
也
▽
事
務
室
主
任
（
総
務
課
主

任
）
高
橋
祐
征
▽
事
務
室
主
任
（
同
室
主

事
）
加
藤
大
智

■
議
会
事
務
局

▽
事
務
局
主
任
（
保
健
福
祉
課
主
任
）
加
藤

信
彦

■
西
和
賀
町
（
職
名
の
Ｇ
Ｌ
は
グ
ル
ー
プ

リ
ー
ダ
ー
、
カ
ッ
コ
内
は
前
職
名
で
す
）

▽
総
務
課
長
（
農
林
課
長
）
佐
藤
幸
弘
▽
農

林
課
長
（
農
林
課
副
主
幹
兼
農
政
企
画
Ｇ

Ｌ
）
泉
川
道
浩
▽
総
務
課
主
査
兼
庶
務
・
財

政
Ｇ
Ｌ
（
教
育
委
員
会
事
務
局
学
務
課
主
査

兼
学
務
Ｇ
Ｌ
）
照
井
哲
▽
農
林
課
主
査
兼
農

政
企
画
Ｇ
Ｌ
（
建
設
課
主
査
兼
建
設
・
土
木

Ｇ
Ｌ
）
真
壁
一
男
▽
建
設
課
主
査
兼
建
設
・

土
木
Ｇ
Ｌ
（
議
会
事
務
局
主
査
）
小
林
英
介

▽
保
健
福
祉
課
副
保
健
師
長
兼
保
健
Ｇ
Ｌ

（
同
課
主
任
保
健
師
）
中
野
真
理
▽
総
務
課

主
査
（
観
光
商
工
課
主
査
）
内
記
良
伸
▽
政

策
推
進
室
主
査
（
県
南
広
域
振
興
局
経
営
企

画
部
産
業
振
興
課
）
加
藤
一
幸
▽
観
光
商
工

課
主
査
（
同
課
主
任
）
藤
田
美
知
樹
▽
政
策

推
進
室
主
査
（
同
室
主
任
）
石
川
茅
▽
農
林

課
主
査
（
同
課
主
任
）
高
橋
和
哉
▽
総
務
課

主
任
（
政
策
推
進
室
主
任
）
佐
藤
達
也
▽
建

設
課
主
任
（
税
務
会
計
課
主
任
）
高
橋
竜
也

▽
保
健
福
祉
課
主
任
（
町
民
課
主
任
）
佐
々

木
順
子
▽
保
健
福
祉
課
主
任
（
町
民
課
主

任
）
新
田
賢
一
▽
医
療
保
険
室
主
任
（
総
務

課
主
任
）
東
清
彦
▽
観
光
商
工
課
主
任
（
岩

手
中
部
広
域
行
政
組
合
）
佐
々
木
一
成
▽
町

民
課
主
任
（
沢
内
病
院
事
務
室
主
任
）
内
記

孝
洋
▽
町
民
課
主
任
（
税
務
会
計
課
主
任
）

小
林
夕
子
▽
総
務
課
主
任
（
町
民
課
主
任
）

大
島
広
美
▽
農
林
課
主
任
技
師
（
建
設
課
主

任
技
師
）
佐
々
木
久
和
▽
税
務
会
計
課
主
任

（
保
健
福
祉
課
主
任
）
赤
石
広
光
▽
総
務
課

主
任
（
同
課
主
事
）
内
記
杏
▽
建
設
課
主
任

■
農
業
委
員
会
事
務
局

▽
事
務
局
主
事
（
新
採
用
）
田
中
克
哉

■
教
育
委
員
会
事
務
局

▽
生
涯
学
習
課
長
（
総
務
課
副
主
幹
兼
庶

務
・
財
政
Ｇ
Ｌ
）
加
藤
真
喜
子
▽
学
務
課
主

査
兼
学
務
Ｇ
Ｌ
（
生
涯
学
習
課
主
査
）
柳
沢

里
美
▽
学
務
課
主
査
（
農
林
課
主
査
）
吉
田

祐
康
▽
学
務
課
主
任
自
動
車
運
転
手
（
農
林

課
主
任
管
理
員
）
刈
田
敬
▽
生
涯
学
習
課
主

事
（
新
採
用
）
佐
々
木
毬
巴

■
湯
田
中
学
校

【
転
出
】
▽
副
校
長
・
土
井
祐
之
（
北
上
市

立
飯
豊
中
学
校
副
校
長
）
▽
教
諭
・
皆
方
敦

（
北
上
市
立
北
上
北
中
学
校
教
諭
）

【
転
入
】
▽
副
校
長
・
髙
橋
恵
美
（
一
戸
町

立
奥
中
山
中
学
校
副
校
長
）
▽
教
諭
・
山
崎

雄
児
（
北
上
市
立
和
賀
東
中
学
校
教
諭
）
▽

教
諭
・
中
村
隆
一
（
宮
古
市
立
第
一
中
学
校

教
諭
）

■
沢
内
中
学
校

【
転
出
】
▽
校
長
・
森
川
静
子
（
二
戸
市
立

二
戸
西
小
学
校
校
長
）

【
転
入
】
▽
校
長
・
佐
野
理
（
盛
岡
教
育
事

務
所
主
任
経
営
指
導
主
事
）

■
湯
田
小
学
校

【
転
出
】
▽
教
諭
・
遠
藤
公
（
奥
州
市
立
広

瀬
小
学
校
教
諭
）
▽
教
諭
・
小
原
明
子
（
釜

石
市
立
小
佐
野
小
学
校
教
諭
）

【
退
職
】
▽
教
諭
・
岩
下
恵
子

【
転
入
】
▽
教
諭
・
小
田
嶋
正
彦
（
北
上
市

立
黒
沢
尻
東
小
学
校
教
諭
）
▽
教
諭
・
三
上

真
智
子
（
北
上
市
立
黒
沢
尻
東
小
学
校
教

諭
）
▽
教
諭
・
後
藤
孝
一
（
北
上
市
立
和
賀

西
小
学
校
教
諭
）
▽
栄
養
教
諭
・
由
利
綾
香

（
新
採
用
）

■
沢
内
小
学
校

【
転
出
】
▽
教
諭
・
牛
抱
あ
け
み
（
滝
沢
市

立
一
本
木
小
学
校
教
諭
）

【
転
入
】
▽
教
諭
・
武
田
洋
子
（
滝
沢
市
立

滝
沢
東
小
学
校
教
諭
）

■
県
立
西
和
賀
高
校

【
転
出
】
▽
副
校
長
・
熊
谷
渉
（
遠
野
高
校

副
校
長
）
▽
事
務
長
・
照
井
知
二
（
雫
石
高

校
事
務
長
）
▽
教
諭
・
松
平
日
出
男
（
盛
岡

第
三
高
校
教
諭
）
▽
教
諭
・
遠
藤
豊
喜
（
杜

陵
高
校
教
諭
）
▽
教
諭
・
五
十
嵐
誠
（
黒
沢

尻
工
業
高
校
教
諭
）
▽
養
護
教
諭
・
谷
﨑
美

恵
子
（
黒
沢
尻
工
業
高
校
養
護
教
諭
）
▽
講

師
・
坂
本
香
織
（
久
慈
東
高
校
講
師
）

【
退
職
】
▽
教
諭
・
武
田
洋
子

【
転
入
】
▽
副
校
長
・
笠
水
上
訓
正
（
杜
陵

高
校
教
諭
）
▽
事
務
長
・
多
田
悦
博
（
県
商

工
労
働
観
光
部
）
▽
教
諭
・
兵
藤
一
仁
（
盛

岡
市
立
高
校
教
諭
）
▽
教
諭
・
藤
井
学
（
宮

古
商
業
高
校
教
諭
）
▽
養
護
教
諭
・
及
川
明

奈
（
宮
古
北
高
校
養
護
教
諭
）
▽
講
師
・

佐
々
木
恒
哉
（
専
修
大
学
北
上
高
校
講
師
）

▽
講
師
・
佐
々
木
健
太
（
田
野
畑
中
学
校
講

師
）
▽
実
習
助
手
・
村
松
貴
広
（
盛
岡
農
業

高
校
実
習
助
手
）

■
北
上
警
察
署
湯
田
駐
在
所

【
転
出
】
▽
巡
査
長
・
齋
藤
直
之
（
二
戸
警

察
署
晴
山
駐
在
所
）

【
転
入
】
▽
巡
査
・
佐
々
木
裕
規
（
北
上
警

察
署
常
盤
台
交
番
）

■
中
央
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
西
和
賀
普

及
サ
ブ
セ
ン
タ
ー

【
転
出
】
▽
上
席
農
業
普
及
員
・
佐
々
木
洋

一
（
久
慈
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
普
及
課

長
）
▽
主
査
農
業
普
及
員
・
永
富
巨
人
（
県

農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
主
査
専
門
研
究
員
）

【
昇
任
】
▽
上
席
農
業
普
及
員
・
佐
藤
千
秋

（
主
査
農
業
普
及
員
）

【
転
入
】
▽
主
査
農
業
普
及
員
・
石
川
輪
子

町
内
公
共
機
関
の

人
事
異
動
（
敬
称
略
）
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（
県
立
農
業
大
学
校
講
師
）
▽
主
任
農
業
普

及
員
・
菅
原
聡
（
盛
岡
農
業
普
及
セ
ン
タ
ー

主
任
農
業
普
及
員
）

■
北
上
川
ダ
ム
統
合
管
理
事
務
所
湯
田
ダ
ム

管
理
支
所

【
転
出
】
▽
管
理
係
員
・
佐
藤
真
也
（
酒
田

河
川
国
道
事
務
所
）
▽
電
気
通
信
係
員
・
伊

藤
秀
樹
（
東
北
技
術
事
務
所
）

【
転
入
】
▽
専
門
員
・
中
嶋
稔
（
鳴
瀬
川
統

合
開
発
調
査
事
務
所
）
▽
電
気
通
信
係
員
・

茂
木
雅
迪
（
北
上
川
統
合
管
理
事
務
所
管
理

第
三
課
）

■
西
和
賀
消
防
署

【
転
出
】
▽
副
署
長
・
伊
藤
良
之
（
本
部
予

防
課
課
長
補
佐
）
▽
湯
田
出
張
所
長
・
髙
橋

克
哉
（
本
部
指
令
室
指
令
第
二
係
長
）
▽
消

防
司
令
補
・
石
川
力
一
（
北
上
消
防
署
）
▽

消
防
士
長
・
八
重
樫
友
和
（
北
上
消
防
署
）

▽
消
防
士
・
及
川
敬
三
（
北
上
消
防
署
）
▽

消
防
士
・
中
嶋
陽
（
北
上
消
防
署
）
▽
消
防

士
・
小
田
島
健
介
（
北
上
消
防
署
）

【
昇
任
】
▽
副
署
長
兼
予
防
係
長
・
佐
藤
泰

洋
（
当
直
１
部
長
）
▽
当
直
２
部
長
・
髙
橋

啓
一
（
当
直
２
部
長
兼
警
防
係
長
）
▽
庶
務

係
長
・
多
田
秀
幸
（
庶
務
係
主
任
）
▽
警
防

係
長
・
名
須
川
保
（
警
防
係
主
任
）
▽
湯
田

出
張
所
長
・
佐
々
木
忠
雄
（
庶
務
係
長
）
▽

警
防
係
主
任
・
北
島
初
（
消
防
司
令
補
）

【
転
入
】
▽
当
直
１
部
長
・
髙
橋
智
志
（
大

堤
出
張
所
長
）
▽
消
防
士
長
・
山
田
純
哉

（
北
上
消
防
署
）
▽
消
防
士
長
・
昆
野
秀
彦

（
和
賀
中
部
分
署
）
▽
消
防
副
士
長
・
髙
橋

勝
広
（
北
上
消
防
署
）
▽
消
防
副
士
長
・
髙

橋
英
伸
（
北
上
消
防
署
）
▽
消
防
士
・
藤
原

裕
司
（
北
上
消
防
署
）
▽
消
防
士
・
若
狹
知

也
（
北
上
消
防
署
）

行政区長と地域担当職員の紹介行政区長と地域担当職員の紹介行政区長と地域担当職員の紹介
　町は、行政区と地域が対等な立場で責任を共有し、役割を明確にしながらまちづくりを勧めていく地域自治
活動支援事業を行っています。この事業は「地域づくり活動支援交付金制度」と「地域担当職員制度」の２つ
を柱として、地域ごとに異なる課題を人的・資金的な面から支援しています。
　行政区長が変わった地区や、４月の人事異動にともない地域担当職員も変わりましたのでお知らせします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆問い合わせ先／総務課☎82－3281

副　担　当主　担　当
貝 沢 区
若 畑 区
川 舟 区
長瀬野区
泉 沢 区
弁 天 区
猿 橋 区
太 田 区
鍵 飯 区
前 郷 区
新 町 区
大 野 区
東大野区
左 草 区
下 前 区
湯 田 区
湯 本 区
槻 沢 区
湯之沢区
川尻一区
川尻二区
上野々区
天ヶ瀬区
湯 川 区
小繋沢区
越中畑区
白木野区
野々宿区
柳 沢 区

担 当 職 員 名
行政区

※主担当は課室長（事務局長、事務長）、副主幹 、主査 　　　　　　　副担当は副主幹、主査、主任

政策推進室
政策推進室
総　務　課
生涯学習課
保健福祉課
医療保険室
税務会計課
議会事務局
農業委員会
税務会計課
観光商工課
農　林　課
学　務　課
農　林　課
総　務　課
建　設　課
病院事務室
保健福祉課
建　設　課
総　務　課
医療保険室
税務会計課
農　林　課
町　民　課
観光商工課
観光商工課
町　民　課
建　設　課
税務会計課

観光商工課
総　務　課
学　務　課
税務会計課
保健福祉課
生涯学習課
町　民　課
医療保険室
医療保険室
議会事務局
農　林　課
税務会計課
総　務　課
総　務　課
農　林　課
税務会計課
農業委員会
保健福祉課
町　民　課
総　務　課
観光商工課
保健福祉課
学　務　課
包括支援センター
学　務　課
農　林　課
医療保険室
建　設　課
総　務　課

吉　田　信　夫
藤　原　輝　夫
髙　橋　定　雄
髙　橋　久　男
田　中　正　彦
髙　橋　久　雄
佐々木　　　博
照　井　國　雄
刈　田　昭　一
髙　橋　　　弘
佐　藤　政　信
石　川　嘉　久
髙　橋　義　雄
橋　本　　　烈
畠　山　繁　美
髙　橋　信　廣
家　子　勝　也
髙　橋　利　美
髙　橋　重　一
刈　田　　　彬
髙　橋　　　成
照　井　勝　利
駒ヶ嶺　能　弘
髙　鷹　義　一
髙　橋　徳　幸
伊　藤　清　見
小田島　幹　夫
髙　橋　典　夫
髙　橋　　　修

畠　山　幸　雄
髙　橋　三智昭
髙　橋　松　夫
加　藤　真喜子
髙　橋　かの子
佐々木　　　一
髙　橋　智　昭
深　澤　千　里
内　記　和　彦
内　記　　　忠
為　田　美代子
泉　川　道　浩
内　記　博　悦
宇都宮　清　美
佐　藤　幸　弘
柏　崎　繁　美
小　林　雅　彦
刈　田　哲　彦
小　林　英　介
小　松　重　貴
佐　藤　里美子
米　沢　典　子
真　壁　一　男
髙　鷹　　　仁
佐　藤　太　郎
菊　池　一　治
菅　原　久美子
髙　橋　弘　務
田　村　初　子

藤　田　美知樹
吉　田　博　樹
吉　田　祐　康
新　田　由香里
中　野　真　理
髙　橋　光　世
皆　方　　　博
深　澤　早　苗
東　　　清　彦
泉　川　真　澄
北　島　克　人
川　本　陽　子
内　記　良　伸
佐　藤　達　也
髙　橋　千賀子
小　川　　　幸
早　川　　　求
髙　橋　留美子
髙　橋　茂　和
藤　島　　　和
高　橋　直　幸
高　橋　高　行
小田島　満　成
藤　原　まゆ子
柳　沢　里　美
髙　橋　和　哉
髙　橋　　　寛
菊　池　輝　昌
照　井　　　哲

区長名
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税
務
会
計
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

各
税
の
納
付
に
は
、
便
利
な
口
座
振
替

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
す
で
に
口

座
振
替
を
申
し
込
ん
で
い
る
人
は
、
残
高

不
足
の
振
替
不
納
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

そ
の
場
合
、
再
振
替
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

振
替
不
納
通
知
が
届
い
た
場
合
に
は
、
同

封
の
納
付
書
で
す
み
や
か
に
納
付
し
て
く

だ
さ
い
。

町・県民税 固定資産税 軽自動車税
国民健康保険税
介護保険料（普通徴収）
後期高齢者医療保険料

５月
６月
７月
８月
９月
10月
11月
12月
１月
２月

1期(7月31日)
2期(9月1日)
3期(9月30日)
4期(10月31日)
5期(12月1日)
6期(12月25日)
7期(2月2日)
8期(3月2日)

全期(6月2日)全期･1期(6月2日)

2期(7月31日)

3期(12月25日)

4期(3月2日)

全期･1期(6月30日)

2期(9月1日)

3期(10月31日)

4期(2月2日)

　

町
は
平
成
26
年
度
住
民
税
の
課
税
準
備

を
す
す
め
て
お
り
、
退
職
や
就
職
、
転
勤

に
よ
り
特
別
徴
収
ま
た
は
普
通
徴
収
（
自

身
で
納
め
る
方
法
）
に
切
り
替
わ
る
人
の

把
握
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

就
職
や
転
勤
に
よ
り
、
新
た
に
勤
め
る

こ
と
と
な
っ
た
人
、
ま
た
は
5
月
31
日
ま

で
に
退
職
す
る
人
が
い
る
場
合
は
、
事
前

に
税
務
会
計
課
住
民
税
担
当
に
ご
連
絡
の

上
、異
動
届
出
書
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

次
の
内
容
に
該
当
す
る
場
合
は
、
申
請

す
る
こ
と
で
軽
自
動
車
税
が
減
免
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

①
身
体
障
が
い
者
、
精
神
障
が
い
者
、
知

　

的
障
が
い
者
や
戦
傷
病
者
（
以
下
障
が

　

い
者
等
と
言
う
。）
が
所
有
し
、
本
人
が

　

運
転
す
る
車
両

②
障
が
い
者
等
が
所
有
し
、
そ
の
障
が
い

　

者
等
と
生
計
を
と
も
に
す
る
人
が
、
そ

　

の
障
が
い
者
等
の
通
院
や
仕
事
の
た
め

　

に
運
転
す
る
車
両

③
障
が
い
者
等
が
所
有
し
、そ
の
障
が
い
者

　

等
を
常
時
介
護
す
る
人
が
運
転
す
る
車

　

両
（
こ
の
場
合
は
世
帯
全
員
が
障
が
い

　

者
等
で
あ
る
こ
と
が
条
件
に
な
り
ま
す
。）

④
18
歳
未
満
の
身
体
障
が
い
者
、
ま
た
は

　

精
神
障
が
い
者
、
若
し
く
は
知
的
障
が

　

い
者
（
以
下
、
身
体
障
が
い
者
等
と
言

　

う
）
と
生
計
を
と
も
に
す
る
人
が
所
有

　

し
、
そ
の
身
体
障
が
い
者
等
の
通
院
や

　

仕
事
の
た
め
に
運
転
す
る
車
両

⑤
車
両
の
構
造
が
も
っ
ぱ
ら
身
体
障
が
い

　

者
な
ど
の
利
用
に
供
す
る
た
め
車
両

⑥
公
益
法
人
が
所
有
し
、
公
益
の
た
め
直

　

接
専
用
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
車
両

　

な
ど
（
複
数
車
両
申
請
可
）

　

事
業
主
の
み
な
さ
ん
、「
所
得
税
は
源

泉
し
て
い
る
け
れ
ど
、
住
民
税
は
徴
収
し

て
い
な
い
」
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？

　

従
業
員
か
ら
所
得
税
を
源
泉
徴
収
し
て

い
る
場
合
は
、
従
業
員
の
個
人
住
民
税
を

特
別
徴
収（
給
与
天
引
き
）す
る
こ
と
が
法

律
に
よ
り
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

岩
手
県
と
県
内
市
町
村
は
個
人
住
民
税

を
特
別
徴
収
に
よ
る
納
付
を
徹
底
し
、
平

成
27
年
度
に
は
特
別
徴
収
に
一
斉
切
替
え

す
る
取
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

○
次
の
条
件
を
満
た
す
場
合
は
特
別
徴
収

　
の
対
象
と
な
り
ま
す

•
給
与
か
ら
所
得
税
が
源
泉
徴
収
さ
れ
て

　

い
る

•
住
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る

•
4
月
1
日
現
在
で
給
与
の
支
払
を
受
け

　

て
い
る
（
た
だ
し
、
5
月
31
日
ま
で
に

　

退
職
予
定
の
人
は
対
象
外
で
す
）

•
給
与
が
毎
月
支
給
さ
れ
て
い
る

○
特
別
徴
収
に
な
る
と

　

個
人
住
民
税
を
自
身
で
納
め
る
普
通
徴

収
は
、
納
期
が
年
4
回
で
す
が
、
特
別
徴

収
は
年
12
回
で
す
の
で
、
1
回
分
の
納
付

額
が
少
額
に
な
り
負
担
が
少
な
く
な
り
ま

す
。ま
た
、毎
月
の
給
与
か
ら
差
し
引
か
れ

る
た
め
、
納
め
忘
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ

ん
。
特
別
徴
収
す
る
住
民
税
額
計
算
は
町

が
行
い
ま
す
の
で
、
所
得
税
の
よ
う
に
事

業
主
が
計
算
す
る
手
間
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

○
特
別
徴
収
の
手
続
き
に
つ
い
て

　

特
別
徴
収
開
始
の
手
続
き
や
よ
り
詳
し

い
説
明
を
ご
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
税
務

会
計
課
住
民
税
担
当
に
お
問
い
合
せ
く
だ

さ
い
。

﹇
提
出
書
類
﹈

①
軽
自
動
車
税
減
免
申
請
書
②
平
成
26
年

度
軽
自
動
車
税
納
税
通
知
書
③
身
体
障
害

者
手
帳
・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
・

療
育
手
帳
・
戦
傷
病
者
手
帳
④
自
動
車
運

転
免
許
証
⑤
自
動
車
車
検
証
⑥
印
鑑
⑦
公

益
法
人
の
場
合
は
①
と
②
と
⑤
の
ほ
か
定

款
の
写
し
と
車
両
の
使
用
実
績
書

﹇
申
請
方
法
﹈

②
以
下
の
書
類
を
準
備
し
、
町
民
課
窓
口

か
税
務
会
計
課
窓
口
ま
で
申
請
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
各
窓
口
に
用
意
し

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
減
免
を
受
け

て
い
た
人
で
、
今
年
度
申
請
さ
れ
る
人
も

手
続
き
が
必
要
で
す
。

●
申
請
期
限
／
平
成
26
年
5
月
26
日
㈪

　

町
は
、
平
成
25
年
度
か
ら
家
屋
全
棟
調

査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

家
屋
全
棟
調
査
と
は
、
町
内
に
あ
る
全

て
の
家
屋
に
つ
い
て
、
家
屋
課
税
台
帳
に

登
録
さ
れ
て
い
る
事
項
（
所
在
・
種
類
・

用
途
・
構
造
・
床
面
積
な
ど
）
と
実
在
す

る
家
屋
を
比
較
し
、
増
改
築
や
未
調
査
に

よ
る
課
税
も
れ
、
ま
た
は
取
り
壊
し
済
み

の
家
屋
を
調
査
す
る
も
の
で
、
既
に
課
税

さ
れ
て
い
る
家
屋
と
の
公
平
を
期
し
、
適

正
な
課
税
を
め
ざ
す
も
の
で
す
。

　

平
成
26
年
度
の
調
査
予
定
地
区
は
概
ね

次
の
と
お
り
で
す
が
、
調
査
対
象
の
増
減

に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合
や
、
新
築
や
滅

失
等
が
あ
る
世
帯
は
予
定
地
区
外
で
も
調

査
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

調
査
を
実
施
す
る
一
ヶ
月
前
を
目
途
に

行
政
区
単
位
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

﹇
平
成
26
年
度
調
査
予
定
地
区
﹈

•
旧
沢
内
地
区
―
川
舟
、
泉
沢
、
長
瀬
野
、

　
　
　
　
　
　
　

両
沢
、
弁
天
、
猿
橋

•
旧
湯
田
地
区
―
湯
田
、
穴
明
、
間
木
野
、

　
　
　
　
　
　
　

槻
沢
、
湯
之
沢
、
大
沓

◆
問
い
合
わ
せ
先
／
税
務
会
計
課

　
•
課
税
窓
口
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
82
３
２
８
２

　
•
収
納
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
82
３
２
８
３ ［納付書の配布］　○固定資産税・軽自動車税…5月　○町・県民税…6月

　　　　　　　　○国民健康保険税・介護保険料・後期高齢者医療保険料…7月

特
別
徴
収
制
度
に
つ
い
て

軽
自
動
車
税
を
減
免
し
ま
す

住
民
税
の
特
別
徴
収
を

　
実
施
し
て
い
る
事
業
主
の
皆
様
へ

家
屋
全
棟
調
査
に
つ
い
て

平
成
26
年
度
納
期
限
日
一
覧
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冬
期
間
の
水
道
料
金
や
下
水
道
料
金
は
、

水
道
の
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を
開
け
る
こ
と

が
で
き
な
い
た
め
、
推
定
計
算
（
詳
し
く
は

平
成
26
年
1
月
広
報
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）
を

し
て
い
ま
す
。
雪
解
け
後
に
、
水
道
の
メ
ー

タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を
確
認
し
て
、
料
金
の
精
算

を
行
い
ま
す
。

　

例
年
、
冬
期
間
明
け
に
水
道
検
針
を
行
う

と
、
漏
水
が
疑
わ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
く
見
受

け
ら
れ
ま
す
。
そ
の
原
因
と
し
て
は
、
不
凍

栓
な
ど
の
止
水
栓
が
積
雪
や
凍
結
の
影
響
で

蛇
口
や
配
管
が
破
損
し
た
と
い
っ
た
こ
と
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
。
漏
水
を
放
置
し
て
い
る
と
、

使
用
者
に
と
っ
て
過
大
な
料
金
の
負
担
に
つ

な
が
る
こ
と
に
も
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
万

が
一
、
毎
月
の
検
針
の
際
に
皆
さ
ま
の
と
こ

ろ
に
お
届
け
す
る
「
水
道
使
用
量
の
お
知
ら

せ
」（
検
針
票
）
に
著
し
く
過
大
な
水
量
が
記

載
さ
れ
て
い
た
場
合
、
ま
た
は
自
分
で
漏
水

を
発
見
し
、
業
者
に
修
理
を
し
て
も
ら
っ
た

場
合
に
は
、
直
ち
に
建
設
課
水
道
料
金
担
当

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。（
漏
水
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
た
場
合
、
水
道
料
金
等
の
調
整
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
）

　

皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
貴
重
な
水
資
源
を

大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先
／
建
設
課　

公
営
事
業

　

グ
ル
ー
プ
水
道
料
金
担
当
☎
82
3
2
8
9

　西和賀町は平成１８年３月に構造改革特別区域法の規定により、いわゆる 「どぶろく特区」
に認定されました。
　特区に認定されても、酒類を製造する場合は、花巻税務署長から酒類製造免許を受ける必要
があり、「特区内だからといって免許を受けないで、誰でも自由に酒類を製造できる。」 という
ものではありません。
　酒類製造免許を受けずに酒類を製造した場合、または、酒類製造免許を受けずに製造された
酒類（密造酒）を所持し、譲り渡し、または譲り受けた場合は、処罰の対象となります。

詳しくは、盛岡税務署　酒類指導官（☎019-622-6141 内線2607）までお問い合わせください。
※電話でお問い合わせの際は、音声案内で 「２番」 を選択後、内線番号をお伝えください。

酒類を製造しようとする場合には、酒税法に基づき、
製造しようとする酒類の品目別に、製造場の所在地の
所轄税務署長から製造免許を受ける必要があります。

酒類を製造しようとする場合には、酒税法に基づき、
製造しようとする酒類の品目別に、製造場の所在地の
所轄税務署長から製造免許を受ける必要があります。

花巻税務署からのお知らせ花巻税務署からのお知らせ花巻税務署からのお知らせ

○酒類製造免許を受けないで酒類を製造する行為は処罰の
　対象です。

※酒類製造免許を受けずに製造された酒類（密造酒）を所持し、譲り渡しまたは譲り受
　けた場合には、１年以下の懲役または５０万円以下の罰金に処せられます。

○「自分の家で飲むため」 など、理由の如何は問いません。

○酒類製造免許を受けないで製造された酒類を、譲り渡し
　または譲り受ける行為も処罰の対象です。

※所轄税務署長から酒類製造免許を受けずに酒類を製造した場合には、１０年以下の懲
　役または１００万円以下の罰金に処せられます。

水
道
の
漏
水
発
生
は
、

 

早
め
に
ご
連
絡
を
‼

水
道
の
漏
水
発
生
は
、

 

早
め
に
ご
連
絡
を
‼



　

キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
に
し
わ
が
で
は
、
一
時
的

な
病
気
で
家
庭
ま
た
は
保
育
所（
園
）や
学
校

の
集
団
で
の
保
育
が
困
難
な
園
児
・
児
童
を

仕
事
の
都
合
や
そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
、
家

庭
で
保
育
が
で
き
な
い
保
護
者
に
代
わ
っ
て

保
育
・
看
護
し
ま
す
。

●
対
象
児
童

　

生
後
11
ヶ
月
〜
小
学
校
3
年
生
ま
で
の
病

気
に
か
か
っ
て
い
る
児
童

●
開
所
日

　

月
曜
日
〜
土
曜
日　

8
時
〜
18
時
ま
で

（
日
曜
祝
日
、
年
末
年
始
、
お
盆
は
閉
所
）

●
利
用
料

　

町
内
に
住
民
登
録
の
あ
る
人
は
自
己
負
担

額
1
0
0
0
円
（
半
日
利
用
は
半
額
）
町
外

の
人
は
自
己
負
担
額
2
0
0
0
円
（
半
日
利

用
は
半
額
）
と
な
り
ま
す
。

●
事
前
登
録
が
必
要
で
す

　

は
じ
め
に
、「
に
し
わ
が
利
用
登
録
申
込
書
」

に
よ
り
利
用
者
登
録
を
し
て
く
だ
さ
い
。
前

年
度
に
登
録
を
し
て
い
る
人
で
も
新
た
に
登

録
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
登
録
申
込
用
紙

は
、「
キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
に
し
わ
が
」、「
さ
わ
う

ち
協
立
診
療
所
」
に
あ
り
ま
す
。

●
子
ど
も
が
病
気
に
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
場
合

　

か
か
り
つ
け
医
師
の
診
察
を
受
け
、
病
名

と
処
方
薬
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
さ
わ
う

ち
協
立
診
療
所
以
外
で
受
診
し
て
も
お
預
か

り
し
ま
す
。
他
の
医
療
機
関
を
受
診
し
て
も
、

一
度
さ
わ
う
ち
協
立
診
療
所
で
診
察
し
ま
す

が
、
こ
の
場
合
、
診
療
代
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

①「
西
和
賀
」
と
い
う
自
治
体
名
と
、
生

　
命
尊
重
の
歴
史
あ
る
「
沢
内
」
に
多
数

　
の
応
募
が
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
そ

　
れ
ぞ
れ
に
寄
せ
ら
れ
た
町
民
の
強
い
想

　
い
を
重
く
受
け
止
め
る
。

②「
町
立
」
を
冠
し
、
町
が
責
任
を
持
っ

　
て
町
民
の
生
命
と
健
康
を
守
る
こ
と
を

　
使
命
と
す
る
。

③
長
年
親
し
ま
れ
た
「
沢
内
」
の
名
を
残

　
し
つ
つ
、「
さ
わ
う
ち
」
と
ひ
ら
が
な

　
に
す
る
こ
と
で
、
や
さ
し
さ
や
親
し
み

　
や
す
さ
を
内
外
に
発
信
し
て
い
く
。

④
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
連
携
を
進
め
、

　
西
和
賀
地
域
の
包
括
支
援
体
制
を
構
築

　
さ
せ
る
べ
く
、
地
域
医
療
の
中
核
と
な

　
る
「
病
院
」
を
目
指
し
、
病
院
機
能
の

　
更
な
る
充
実
に
努
め
る
。

●
利
用
す
る
と
き
は
予
約
が
必
要
で
す

　

8
時
〜
9
時
ま
で
☎
85
3
1
0
1

　
　
　
　
　
　
　
（
さ
わ
う
ち
協
立
診
療
所
）

　

9
時
〜
18
時
ま
で
☎
72
6
8
1
5

　
　
　
　
　
　
（
キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
に
し
わ
が
）

●
利
用
時
に
ご
持
参
く
だ
さ
い

　

印
鑑
、
保
険
証
、
母
子
手
帳
、
昼
食
（
お

や
つ
等
）、
内
服
薬（
処
方
内
容
の
説
明
書
も
）、

着
替
え
、
食
事
用
の
エ
プ
ロ
ン
、
口
拭
き
タ

オ
ル
（
年
齢
に
よ
り
、
ミ
ル
ク
・
哺
乳
瓶
、

紙
オ
ム
ツ
、
お
し
り
拭
き
等
）

※

利
用
に
関
し
て
は
、
さ
わ
う
ち
協
立
診
療

所
ま
た
は
キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
に
し
わ
が
、
役
場

保
健
福
祉
課
（
☎
85
3
4
1
2
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

西
和
賀
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
未
就
園

児
と
母
親
が
一
同
に
会
し
て
、
育
児
の
悩
み

の
共
有
や
仲
間
作
り
を
目
的
と
し
た
『
子
育

て
サ
ロ
ン
』
を
毎
月
１
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

●
５
月
の
開
催
に
つ
い
て

•
日
時　

5
月
21
日
㈬
10
時
〜

•
場
所　

焼
地
台
公
園　

10
時
に
公
園
の
駐

　

車
場
に
集
合
し
て
く
だ
さ
い
。

•
内
容　

公
園
内
を
ハ
イ
キ
ン
グ
し
ま
す
。

　
（
雨
天
時
は
銀
河
ホ
ー
ル
に
集
合
し
て
く

　

だ
さ
い
）

•
費
用　

一
家
族
2
0
0
円
を
負
担
し
て
い

　

た
だ
き
ま
す
。（
お
や
つ
等
）

※

詳
し
く
は
、
西
和
賀
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
85
3
2
2
5

　

3
月
19
日
に
開
か
れ
た
町
議
会
３
月
定
例

会
の
最
終
本
会
議
で
、
名
称
変
更
に
伴
う
病

院
関
連
条
例
の
一
部
改
正
に
関
す
る
議
案
が

原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

今
秋
の
開
院
を
予
定
し
て
い
る
新
病
院
の
名

称
が
「
町
立
西
和
賀
さ
わ
う
ち
病
院
」
に
決

定
し
ま
し
た
。　

　

新
病
院
の
名
称
に
つ
い
て
は
、
平
成
25
年

6
月
か
ら
8
月
に
か
け
、
町
内
に
住
ん
で
い

る
人
を
対
象
に
名
称
公
募
を
行
な
っ
た
と
こ

ろ
、
応
募
が
1
8
9
点
あ
り
ま
し
た
。
応
募

が
多
か
っ
た
も
の
は
「
沢
内
病
院
」「
西
和
賀

病
院
」「
深
沢
晟
雄
記
念
病
院
」
な
ど
で
、「
西

和
賀
」
ま
た
は
「
に
し
わ
が
」、「
沢
内
」
ま

た
は
「
さ
わ
う
ち
」
を
含
む
名
称
が
多
数
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

応
募
さ
れ
た
名
称
は
、
西
和
賀
町
保
健
調

査
会
や
国
保
運
営
協
議
会
で
集
計
結
果
を
公

表
し
、
各
会
の
委
員
か
ら
の
意
見
を
踏
ま
え
、

関
係
部
署
の
長
で
組
織
す
る
庁
内
検
討
委
員

会
で
検
討
を
行
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

検
討
委
員
会
で
の
意
見
を
集
約
し
、
次
の

理
由
で
町
が
名
称
を
決
定
後
、
３
月
議
会
に

提
出
し
正
式
に
決
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
／

　
　
　
　
　
　
　

沢
内
病
院
☎
85
3
1
3
1
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病
児
保
育
所

『
キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
に
し
わ
が
』

　
　
　
　
　
か
ら
の
お
知
ら
せ

西
和
賀
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
町
立
西
和
賀
さ
わ
う
ち
病
院
」

新
病
院
名
は
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備えあれば憂いなし、東日本大震災を教訓に 町婦人消防協力隊連絡協議会総会

　町婦人消防協力隊連絡協議会（熊澤優子会長・左草）の総会が4月16
日、太田老人福祉センターで各地区の婦人消防協力隊代表者など約40人
が出席して行われ、平成26年度事業計画や任期満了による役員改選につ
いて協議されました。
　事業計画は、「備えあれば憂いなし、東日本大震災を教訓に今後の災
害に備える」を重点目標と定め、地域ぐるみでの防火防災を目指した活
動を展開することを決定しました。
　熊澤会長の後任には、佐々木雪恵さん（太田）が選ばれ、会長就任に
あたり「隊員皆さまの協力により、消防団と連携した地域防災活動に努
めていきたい」と決意を述べました。

日頃の疲れを癒す心の復興を 温泉・観劇ツアーに招待

　3月23日、震災支援・チームにしわが協議会（太田宣承会長・太田）
が主催する「西和賀・温泉&観劇ツアー」が、東日本大震災で被災され
た陸前高田市のみなさん約80人を招待し行なわれました。
　今回のツアーは、震災以降交流のある同市で、今なお不自由な仮設住
宅に住んでいる方々の苦労や心労を労い、心の復興を目的に開催された
もので、沢内バーデンでの入浴や町民との交流のほか、銀河ホールで秋
田県仙北市の劇団わらび座による舞踊劇「遠野物語」の鑑賞を行ないま
した。
　太田会長は「仮設住宅の生活は大変辛いとの話を聞いている。温泉に
浸かり、演劇を鑑賞することで、気持ちを新たにがんばってほしい」と
話していました。

　平成25年度小学生交通安全作文コンクールの入選者表彰式が、4月
13日に沢内バーデンで行われました。
　作文コンクールは、北上地方交通安全協会沢内支会（加藤保典会
長・新町）が行ったもので、28作品の応募があり、低・中・高学年の
3部でそれぞれ最優秀賞・優秀賞・佳作の入選作品を選び、10人の児
童が表彰を受けました。
　このうち、低学年の部では、先生が読んでくれた本のはなし、お友
達のこと、お父さんから聞いたことから交通安全で自分ががんばりた
いことを作文にした、橋場岳穂君（沢内小学校2年）の作文が最優秀賞
に入選しました。

匠の手で今年も衣替え 日本一大きいワラ人形

観劇した舞踊劇 「遠野物語」

加藤会長から賞状を受け取る橋場くん

匠により手際よく作業が行われました

旧役員の皆様お疲れ様でした

　小繋沢の結ハウス前にある大きなワラ人形。「白木野人形送り」で知
られる白木野地区民の手で作られたこのワラ人形は、今年も無事に衣替
えを終えました。
　今年の作業は4月1日に行われ、人形送りの風習を受け継ぐ白木野地
区の5人の“匠”が作業にあたりました。
　3日ほどをかけそれぞれの部位ごとに衣装の部品を作り、同日は1年
間風雪にさらされて黒ずんだ古い衣装を手際よく脱がせて、声を掛け合
いながら1日で衣替え作業を完成させました。1年ぶりにその衣装を外
されたワラ人形は、真新しいワラで作られた衣装を身にまとい、りりし
い姿で町民のほか、町内を訪れたすべての人の安全を見守ります。

交通安全はみんなの願い 小学生交通安全作文コンクール表彰
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　西和賀町では、町内１か所（川尻地内）で独自に積雪量を観測し
ています。場所は湯田庁舎付近です。調査結果は独自のものなので、
テレビ報道や新聞報道とは数値が違う場合があります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　問合先／総務課　☎82-3281

積 雪 調 査 結 果

【3月】 【4月】【2月】
20151055 10 15 20 2529 5 10 15 20 25 31

14

か
た
く
り
日
記

か
た
く
り
日
記

平
成
26
年
4
月期

待
し
て
い
ま
す
。

　

３
月
23
日
、
東
京
で
開
催
さ
れ
た

「
沢
内
ふ
る
さ
と
会
」
に
出
席
し
ま
し

た
。
１
０
０
人
を
越
え
る
出
身
者
の
方

が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
私
は
、
挨
拶
で

「
こ
こ
に
い
る
皆
さ
ん
は
出
身
者
で
心

強
い
が
、
お
子
さ
ん
、
お
孫
さ
ん
は
故

郷
か
ら
遠
い
存
在
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん

か
？
そ
の
こ
と
が
気
に
な
り
ま
す
」
と

訴
え
ま
し
た
。

　

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
た
『
里
山
資

本
主
義
』
の
著
者
、
藻
谷
浩
介
さ
ん
は
、

共
同
通
信
社
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
「
人

口
が
減
り
続
け
る
日
本
全
体
が
今
や
限

界
国
家
。
山
奥
か
ら
東
京
へ
出
て
、
職

も
な
く
、
生
活
保
護
を
受
け
る
ほ
う
が

リ
ス
ク
は
高
い
」
。
「
限
界
集
落
」
と

い
う
言
葉
が
使
わ
れ
出
し
て
か
ら
、
こ

れ
が
意
外
に
強
さ
を
発
揮
し
て
い
る
な

ど
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
「
し
な

や
か
な
日
本
列
島
を
つ
く
る
解
決
策
は

地
方
に
あ
る
」
と
も
話
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

感
謝

　

ま
だ
厚
い
雪
の
下
か
ら
、
か
た
く
り

の
呼
ぶ
声
が
聞
こ
え
そ
う
な
陽
気
に
う

っ
と
り
と
し
て
い
る
こ
の
頃
で
す
。
広

葉
樹
林
が
織
り
成
す
自
然
の
営
み
の
姿

を
、
将
来
の
西
和
賀
の
財
産
に
し
た

い
・
・
・
３
６
０
度
の
視
界
す
べ
て
広

葉
樹
・
・
・
夢
は
実
現
へ
の
第
一
歩
。

　

平
成
26
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

新
た
な
体
制
で
仕
事
に
向
か
い
ま
す
の

で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

北
村
道
彦
新
病
院
長
は
、
町
内
各
地

域
を
回
っ
て
懇
談
し
、
地
域
医
療
の
現

状
を
把
握
し
た
い
と
の
こ
と
で
す
。
皆

さ
ん
自
身
の
「
健
康
」
へ
の
取
り
組
み

姿
勢
な
ど
、
お
話
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。

　

４
月
８
日
、
県
立
西
和
賀
高
校
の
入

学
式
に
出
席
し
ま
し
た
。
50
名
の
新
入

学
生
を
迎
え
（
昨
年
は
35
名
）
激
励
し

ま
し
た
。
西
和
賀
町
が
応
援
す
る
「
西

和
賀
高
校
魅
力
化
事
業
」
も
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
が
、
今
後
メ
ニ
ュ
ー
を
追
加

し
、
さ
ら
に
充
実
し
て
い
き
ま
す
。
体

験
活
動
と
し
て
、
広
報
「
に
し
わ
が
」

の
編
集
や
、「
ひ
か
り
放
送
」
の
番
組

制
作
に
も
参
画
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

　少子高齢化などによる急激な人口減少や地域
経済の低迷など、本町を取り巻く状況は厳しさ
を増しています。このような中、この町を維持
し、住みよい地域をつくり上げていくには、地
域に暮らす住民自身が、行政や関係機関と協力
しながら主体的に課題解決に取り組むことが大
切です。この協働によるまちづくりを考える機
会として、次のとおりフォーラムを開催しま
す。どなたでも参加できます。お気軽にご参加
ください。

○日　　時　平成26年5月13日㈫
　　　　　　午後6時30分～8時
○会　　場　沢内バーデン〔入場無料〕
○基調講演
　演題　生き残れるか西和賀町
　講師　岩手大学農学部教授　広田純一　氏
　　　　（NPO法人いわて地域づくり支援セ
　　　　　ンター代表)
○事例発表
　繫の里づくり委員会
　川舟区運営協議会
◆問い合わせ先／政策推進室　☎82－3282

協働推進フォーラム協働推進フォーラム
－なんとかするべ西和賀町－－なんとかするべ西和賀町－
協働推進フォーラム
－なんとかするべ西和賀町－

平成25年～平成26年
平成24年～平成25年
平成23年～平成24年
昭和48年～昭和49年豪雪

現在までの最高積雪は
3月12日の235cm
（H26.4.22現在）
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新
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湖
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ソ
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回
河
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新
報
錦
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ラ
ソ
ン

５
月
25
日（
日
）
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「みんなのページ」は、
皆さんからの情報や
お便り、旬の情報を

紹介していくコーナーです。

深
夜
の
助
け
に
感
謝

みんなの
ページ
みんなの
ページ

た
か
は
し

集
ま
り
ま
す
。
事
務
所
開
き
の
時
点
で
は

2
2
８
７
人
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
町

内
か
ら
も
20
人
が
参
加
す
る
予
定
で
す
の

で
、
沿
道
で
の
ご
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

こ
の
大
会
は
５
０
０
人
を
超
え
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
協
力
の
も
と
運
営
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

マ
ラ
ソ
ン
大
会
は
、
湯
田
庁
舎
前
の
国

道
1
0
7
号
で
30
キ
ロ
と
ハ
ー
フ
が
午
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

10
時
ス
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ト
、
5
分
遅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

れ
で
10
キ
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

が
ス
タ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ま
す
。

　

大
会
前
日
の
5
月
24
日
㈯
に
は
町
役
場

湯
田
庁
舎
周
辺
を
会
場
に
、
第
34
回
錦
秋

湖
湖
水
ま
つ
り
が
行
わ
れ
ま
す
。
さ
ま
ざ

ま
な
イ
ベ
ン
ト
の
ほ
か
、
20
時
か
ら
は
恒

例
の
花
火
打
ち
上
げ
が
あ
り
ま
す
。
皆
さ

ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
お
い
で
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
／
（
マ
ラ
ソ
ン
）
河
北

新
報
錦
秋
湖
マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員
会
事
務

局
（
観
光
商
工
課
内
）
☎
82
３
２
９
０

（
湖
水
ま
つ
り
）
湖
水
ま
つ
り
実
行
委
員

会
事
務
局
（
西
和
賀
商
工
会
内
）
☎
82
２
２

７
０

　

4
月
8
日
、
第
34
回
河
北
新
報
錦
秋
湖

マ
ラ
ソ
ン
の
事
務
所
開
き
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
湯
田
庁
舎
3
階
に
実
行
委
員
会
事
務

局
が
設
置
さ
れ
、
本
格
的
に
マ
ラ
ソ
ン
大

会
の
準
備
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

事
務
所
開
き
に
あ
た
り
、
大
会
会
長
の

細
井
町
長
は
「
今
年
も
た
く
さ
ん
の
申
し

込
み
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
今
年
は
湯
田

ダ
ム
錦
秋
湖
50
周
年
で
す
。
大
会
を
盛
り

上
げ
て
く
れ
る
ゲ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー
は
、
公

務
員
ラ
ン
ナ
ー
の
川
内
優
輝
さ
ん
を
迎
え

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
記
念
事
業
を

企
画
し
な
が
ら
記
念
す
べ
き
大
会
と
し
た

い
の
で
、
関
係
機
関
な
ら
び
に
町
民
の
皆

さ
ま
か
ら
協
力
い
た
だ
き
な
が
ら
、
大
会

運
営
に
万
全
を
期
し
た
い
」
と
大
会
成
功

に
向
け
た
意
気
込
み
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

今
大
会
に
は
、
全
国
か
ら
多
く
の
選
手
が

事務所の看板を掲げる細井町長（左）と
菊池一治観光商工課長

　

3
月
28
日
23
時
30
分
ご
ろ
、
盛
岡
か
ら

の
帰
宅
途
中
、
秋
田
県
の
自
宅
へ
向
か
う

た
め
湯
田
か
ら
小
繋
沢
に
抜
け
る
ア
ク
セ

ス
道
へ
入
り
ま
し
た
。
す
る
と
入
っ
て
す

ぐ
に
、
道
路
上
で
陥
没
し
て
い
る
箇
所
に

タ
イ
ヤ
が
は
ま
り
、
パ
ン
ク
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　

夜
も
遅
く
、
明
か
り
も
無
い
状
態
で
周

り
は
真
っ
暗
。
と
り
あ
え
ず
街
灯
が
あ
る

場
所
ま
で
な
ん
と
か
車
を
走
ら
せ
ま
し
た
。

運
転
手
の
孫
娘
と
私
の
二
人
は
深
夜
の
暗

闇
の
中
、
そ
の
場
所
を
通
る
車
に
助
け
を

求
め
た
も
の
の
、
止
ま
っ
て
く
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

地
元
の
車
屋
さ
ん
に
も
電
話
し
た
の
で

す
が
、
1
時
間
以
上
は
か
か
る
と
言
わ
れ
、

ス
ペ
ア
ー
タ
イ
ヤ
が
あ
る
は
ず
だ
か
ら
と
、

そ
の
場
所
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
孫
も
私
も
タ
イ
ヤ
の
交
換
を
し
た

こ
と
が
な
く
途
方
に
く
れ
て
い
た
と
こ
ろ
、

車
の
明
か
り
が
見
え
た
の
で
な
ん
と
か
止

ま
っ
て
も
ら
お
う
と
、
二
人
で
必
死
に
手

を
振
り
ま
し
た
。
そ
の
車
は
止
ま
っ
て
く

れ
、
40
〜
50
歳
代
の
男
性
が
タ
イ
ヤ
を
交

換
し
て
く
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
後
ま
も
な
く
、
も
う
１
台
の
車
が
止
ま

り
、
20
代
の
若
い
男
性
2
人
も
交
換
を
手

伝
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

交
換
を
終
え
、
若
い
人
た
ち
は
す
ぐ
に

そ
の
場
を
立
ち
去
っ
て
し
ま
い
、
最
初
に

止
ま
っ
て
く
れ
た
男
性
も
帰
り
支
度
に

入
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
お
礼
を
と
少
し

ば
か
り
の
気
持
ち
を
差
し
出
し
ま
し
た
が

受
け
取
ら
ず
、
名
前
も
住
所
も
教
え
て
く

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
日
は
、
東
京
出

張
の
帰
り
と
の
こ
と
で
し
た
し
、
若
い
人

た
ち
と
も
顔
見
知
り
の
よ
う
で
し
た
。
た

だ
一
言
「
沢
内
だ
」
と
言
っ
て
立
ち
去
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

あ
の
日
の
出
来
事
は
忘
れ
ら
れ
ず
、
何

と
か
お
礼
を
し
た
く
て
、
沢
内
の
役
場
に

電
話
し
た
と
こ
ろ
、
広
報
に
投
稿
欄
が
あ

る
と
の
お
話
を
聞
き
、
投
稿
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
あ
の
日
私
た
ち
を
助
け
て

く
れ
た
方
が
も
し
こ
の
記
事
を
読
ま
れ
ま

し
た
ら
、
是
非
、
ご
一
報
を
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。

　

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

横
手
市
中
央
町　

高
橋
け
い
子

◆問い合わせ先　総務課　☎82‒3281

おたより随時募集おたより随時募集おたより随時募集
【応募内容】不思議な体験や代々言い伝わる話、自慢のペットや
　　　　　料理の紹介、季節の思い出などのほか、意見や要望
　　　　　などなんで構いません。
【応募方法】住所・氏名（匿名・ペンネーム可）・年齢・電話番号を
　　　　　お書き添えのうえ、ハガキ、封書、ファックス、メール
　　　　　などで下記の宛先までご応募ください。
【応 募 先】〒029-5512　岩手県和賀郡西和賀町川尻40-40-71
　　　　　西和賀町役場広報係まで
　　　　　ファックス番号／82‒3111
　　　　　電子メール／soum@town.nishiwaga.lg.jp
【そ の 他】
　○応募いただきた写真や原稿などは返却しませんのであらか
　　じめご了承ください。
　○応募いただいた記事等については、広報編集委員会で検討
　　させていただく場合があります。
　○皆様からの投稿に際して取得した個人情報は、本誌の編集
　　目的のみに使用します。

湖
水
ま
つ
り
は
前
日
の
24
日

川内　優輝さん



　

町
は
次
の
と
お
り
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま

す
。

●
募
集
人
員
／
1
名

●
採
用
期
間
／
6
月
〜
11
月
（
土
日
交
代
勤

　

務
有
）

●
条
件
／
平
成
26
年
4
月
1
日
現
在
で
高
校

　

を
卒
業
し
て
お
り
65
歳
未
満
、
普
通
自
動

　

車
免
許
取
得
者

●
申
込
期
限
／
5
月
16
日
㈮

●
申
込
・
問
合
先
／
農
林
課
☎
85
3
4
1
5

●
募
集
人
員
／
1
名

●
採
用
期
間
／
6
月
中
旬
〜
10
月
上
旬

●
賃
金
形
態
／
日
給
8
0
0
0
円

●
条
件
／
平
成
26
年
4
月
1
日
現
在
で
高
校

　

を
卒
業
し
て
お
り
65
歳
未
満
、
普
通
自
動

　

車
免
許
取
得
者

●
申
込
期
限
／
5
月
16
日
㈮

●
申
込
・
問
合
先
／

観
光
商
工
課
☎
82
3
2
9
0

　

西
和
賀
町
の
特
性
を
生
か
し
た
6
次
産
業

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
町

内
の
事
業
者
が
生
産
、
採
取
し
た
農
林
水
産

物
を
活
用
し
た
加
工
品
開
発
、
販
売
等
に
取

り
組
む
事
業
に
助
成
し
ま
す
。
6
次
産
業
推

進
セ
ン
タ
ー
で
は
、
申
請
書
の
記
載
に
あ
た

り
不
明
な
点
や
、
取
り
組
も
う
と
す
る
事
業

の
内
容
等
に
つ
い
て
も
ア
ド
バ
イ
ス
い
た
し

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
補
助
対
象
者　

集
落
営
農
組
合
、
3
戸
以

　

上
の
農
業
者
で
組
織
す
る
農
業
者
グ
ル
ー

　

プ
、
農
業
法
人
な
ど

●
対
象
経
費　

農
林
水
産
物
を
用
い
た
加
工

　

品
の
製
造
及
び
販
売
に
取
り
組
む
た
め
に

　

必
要
な
経
費

●
補
助
金
額
等　

1
団
体
当
た
り
20
万
円
を

　

限
度
、
継
続
は
3
年
間
を
上
限
（
3
年
間

　

の
補
助
金
交
付
が
保
障
さ
れ
る
も
の
で
は

　

あ
り
ま
せ
ん
）

●
申
請
書
の
配
布
場
所
・
提
出
先　

西
和
賀

　

町
役
場
湯
田
庁
舎（
政
策
推
進
室
）、
沢
内

　

庁
舎（
町
民
課
）、
6
次
産
業
推
進
セ
ン

　

タ
ー
（
申
請
書
は
西
和
賀
町
の
ホ
ー
ム
ペ

　

ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

●
締
め
切
り　

5
月
16
日
㈮

●
問
い
合
わ
せ
先
／
西
和
賀
町
6
次
産
業
推

　

進
セ
ン
タ
ー
（
湯
夢
プ
ラ
ザ
内
）

☎
81
1
1
8
5

【
新
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
レ
ン
ジ
補
助
金
】

●
概
要
／
中
小
企
業
者
、
個
人
事
業
者
の

　
「
新
し
い
事
業
活
動
」
に
必
要
と
な
る
経

　

費
を
助
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
新
ビ
ジ
ネ

　

ス
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
応
援
し
ま
す
。

●
対
象
事
業
／
①
研
究
開
発
事
業
（
新
製
品
、

　

新
商
品
、
新
技
術
又
は
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

　

開
発
を
行
う
事
業
）②
販
売
促
進
事
業（
新

　

事
業
創
出
時
に
行
う
マ
ー
ケ
ッ
ト
調
査
や

　

展
示
会
等
へ
の
参
加
、
商
品
パ
ン
フ
レ
ッ

　

ト
の
作
成
等
に
取
り
組
む
事
業
）
③
知
的

　

財
産
権
等
取
得
事
業
（
特
許
、
実
用
新
案
、

　

意
匠
及
び
商
標
の
知
的
財
産
権
の
取
得
に

　

取
り
組
む
事
業
）

●
補
助
率
／
補
助
率
100
％
以
内
（
た
だ
し
、

　

予
算
の
範
囲
内
の
額
と
な
り
ま
す
。）
今

　

年
度
は
予
算
総
額
100
万
円
で
す
。
採
択
事

　

業
が
多
い
な
ど
予
算
額
を
分
割
す
る
と
き

　

は
、
補
助
率
が
100
％
よ
り
小
さ
く
な
る
場

　

合
が
あ
り
ま
す
。

●
補
助
限
度
／
①
研
究
開
発
事
業
100
万
円
以

　

内
②
販
売
促
進
事
業
50
万
円
以
内
③
知
的

　

財
産
権
等
取
得
事
業
25
万
円
以
内

●
応
募
方
法
／
観
光
商
工
課
へ
問
合
せ
い
た

　

だ
き
、
個
別
相
談
を
行
い
ま
す
。
対
象
事

　

業
と
な
る
場
合
は
、
申
込
み
書
類
の
提
出

　

を
依
頼
し
ま
す
。
発
表
会
で
事
業
内
容
等

　

を
説
明
（
プ
レ
ゼ
ン
）
し
て
頂
き
ま
す
。

※
発
表
会
の
評
価
に
よ
り
、
補
助
す
る
事
業

を
決
定
し
ま
す
。

●
応
募
締
切
／
5
月
23
日
㈮

●
問
合
先
／
観
光
商
工
課
☎
82
3
2
9
0

　

農
作
業
が
本
格
的
に
始
ま
り
、
こ
れ
に

伴
っ
て
焼
畑
等
の
火
入
れ
行
為
を
行
な
う
機

会
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

山
火
事
等
火
災
の
防
止
を
目
的
と
し
て
、

焼
畑
等
の
火
入
れ
行
為
を
行
な
う
際
に
は
、

町
に
火
入
れ
を
す
る
1
週
間
前
ま
で
に
、
火

入
れ
許
可
申
請
を
提
出
し
許
可
を
受
け
る
事

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

申
請
は
沢
内
庁
舎
農
林
課
ま
た
は
湯
田
庁

舎
税
務
会
計
課
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
火
入
れ
規
模
の
大
小
に
か
か
わ
ら

ず
、
火
災
の
原
因
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
火
が
燃
え
て
い
る
う
ち
は
、
責
任
者

が
現
場
で
監
視
し
、
万
が
一
延
焼
し
た
場
合

に
備
え
て
消
火
器
や
水
等
を
準
備
す
る
事
を

お
願
い
し
ま
す
。
た
だ
し
、
病
害
虫
駆
除
ま

た
は
焼
畑
等
以
外
で
、
庭
の
枯
葉
や
枝
等
を

燃
や
す
場
合
等
は
火
入
れ
許
可
申
請
の
対
象

外
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
風
の
強
い
日
の
火
入
れ
行
為
は
行

な
わ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先
／
農
林
課
☎
85
3
4
1
5

　

5
月
25
日
に
開
催
さ
れ
る
錦
秋
湖
マ
ラ
ソ

ン
の
会
場
で
、
出
店
を
希
望
す
る
団
体
、
企

業
、
個
人
は
、
会
場
設
営
や
ト
ラ
ブ
ル
を
未

然
に
防
ぐ
た
め
に
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で

す
。
希
望
す
る
場
合
は
、
5
月
9
日
㈮
ま
で

に
錦
秋
湖
マ
ラ
ソ
ン
事
務
局
へ
申
し
込
み
を

し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
会
場
の
関
係
か
ら
出
店
希
望
者
が

多
い
場
合
に
は
、
事
務
局
で
調
整
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
の
で
ご
了
承
願
い
ま
す
。
当
日

の
受
付
は
一
切
行
い
ま
せ
ん
。

●
問
合
先
／
錦
秋
湖
マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員
会

　

事
務
局（
観
光
商
工
課
内
）☎
82
3
2
9
0

　

雪
解
け
が
進
み
、
山
の
緑
も
色
づ
き
始
め

ま
し
た
。
例
年
町
内
で
、
山
菜
採
り
な
ど
で

山
に
入
っ
た
人
が
ク
マ
に
襲
わ
れ
る
と
い
う

事
例
が
発
生
し
て
い
る
ほ
か
、
多
く
の
目
撃

情
報
も
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

　

山
に
入
る
と
い
う
こ
と
は
、
ク
マ
の
生
活

圏
に
入
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
ク
マ
は
も
と

も
と
臆
病
な
動
物
で
、
人
を
避
け
て
生
活
し

て
い
ま
す
。
最
初
か
ら
人
を
襲
お
う
と
思
っ

て
い
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
た

だ
、
狭
い
と
こ
ろ
に
追
い
詰
め
ら
れ
た
り
、

人
と
ば
っ
た
り
出
会
っ
て
び
っ
く
り
し
た
と

き
に
、
一
撃
を
加
え
て
逃
げ
よ
う
と
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
ク
マ
に
逢
わ
な
い

よ
う
工
夫
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

お知らせ
西
和
賀
町
臨
時
職
員
を
募
集

６
次
産
業
化
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援

事
業
補
助
金
の
募
集

「
新
し
い
事
業
活
動
」
を

応
援
し
ま
す
!

火
入
れ
に
係
る
届
出

役
場
か
ら

16NISHIWAGA－2014.04.

錦
秋
湖
マ
ラ
ソ
ン
出
店
者
を
募
集

熊
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い



【
ク
マ
に
逢
わ
な
い
工
夫
】

○
入
山
地
域
の
ク
マ
の
出
没
情
報
を
収
集
し
、

　

危
険
な
場
所
に
は
近
づ
か
な
い
。

○
ク
マ
の
行
動
が
活
発
な
朝
夕
や
霧
が
出
て

　

い
る
と
き
の
行
動
は
避
け
る
。

○
鈴
、
笛
、
ラ
ジ
オ
な
ど
音
の
す
る
も
の
を

　

身
に
つ
け
人
の
存
在
を
知
ら
せ
る
。

○
ク
マ
の
フ
ン
や
足
跡
を
見
つ
け
た
ら
引
き

　

返
す
。

○
子
グ
マ
を
見
つ
け
た
ら
そ
っ
と
立
ち
去
る
。

【
も
し
ク
マ
に
遭
っ
た
ら
】

○
あ
わ
て
ず
、
騒
が
な
い
。

○
急
に
立
ち
上
が
っ
た
り
、
物
を
投
げ
つ
け

　

た
り
、
背
中
を
見
せ
て
逃
げ
た
り
し
な
い
。

○
ク
マ
の
動
き
を
見
な
が
ら
ゆっ
く
り
後
退
す
る
。

【
ク
マ
を
引
き
寄
せ
な
い
た
め
に
】

○
野
山
に
生
ゴ
ミ
を
捨
て
た
り
野
生
動
物
に

　

餌
を
与
え
な
い
で
く
だ
さ
い
。
味
を
覚
え

　

た
ク
マ
は
、
や
が
て
人
里
周
辺
ま
で
接
近

　

し
被
害
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

●
問
合
先
／
農
林
課
☎
85
3
4
1
5

　
「
西
和
賀
町
若
年
者
ふ
る
さ
と
就
職
支
援

事
業
制
度
」を
ご
存
知
で
す
か
。
若
年
者（
町

内
に
住
所
を
有
す
る
満
15
歳
以
上
25
歳
未
満

の
人
。
た
だ
し
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
さ

れ
た
人
を
雇
用
す
る
場
合
は
、
満
40
歳
未
満

ま
で
対
象
）
が
町
内
の
事
業
所
に
就
職
し
た

場
合
、
定
住
す
る
た
め
の
費
用
や
若
年
者
を

雇
用
し
た
事
業
主
が
支
払
う
賃
金
等
に
対
し
、

若
年
者
に
は
12
ヶ
月
以
内
、
事
業
主
に
は

6
ヶ
月
以
内
（
ひ
と
月
あ
た
り
若
年
者
1
万

円
、
事
業
主
2
万
円
）
で
交
付
金
を
助
成
す

る
こ
と
で
、
若
年
者
の
町
内
定
住
と
事
業
所

へ
の
定
着
を
支
援
す
る
制
度
で
す
。
こ
の
制

度
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
事
業
所
は
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先
／
観
光
商
工
課
☎
82
3
2
9
0

　

役
場
観
光
商
工
課
内
に
「
無
料
職
業
紹
介

所
」
を
設
置
し
、求
人
・
求
職
の
紹
介
や
あ
っ

せ
ん
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

●
問
合
先
／
観
光
商
工
課
☎
82
3
2
9
0

　

東
北
財
務
局
盛
岡
財
務
事
務
所
で
は
、
自

ら
の
収
入
で
返
済
し
き
れ
な
い
ほ
ど
の
借
金

を
抱
え
た
お
悩
み
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

相
談
は
秘
密
厳
守
、
無
料
で
す
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
相
談
日
／
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
、
年
末
年

　

始
を
除
く
）

●
相
談
時
間
／
8
時
30
分
〜
16
時
30
分

●
相
談
専
用
電
話
番
号
／

☎
0
1
9-

6
2
2-

1
6
3
7

　

県
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
策
に
対
す
る
幅

広
い
意
見
を
反
映
す
る
た
め
委
員
の
一
部
を

公
募
し
ま
す
。

●
募
集
人
員
／
2
名

●
受
付
締
切
／
5
月
9
日
㈮

●
そ
の
他
／
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先
／
岩
手
県
教
育
委
員
会
事
務
局

　

ス
ポ
ー
ツ
健
康
課

☎
0
1
9-

6
2
9-

6
1
9
5

項　　目
転　　　入
転　　　出
出　　　生
死　　　亡
人　　　口
男
女

世　帯　数

（　）は1月からの累計

物損 人身 負傷 死亡 飲酒区分
実数
累計

22 1
（3）

0
（0）

0
（0）

0
（0）

火災・救急の状況

実　　数 前月との比較※掲載を希望しないこともできます。届け出の際にお申し付けください。
（敬称略） 3月16日～4月15日受付分戸籍の窓戸籍の窓戸籍の窓

（3月分）

交通事故の状況 （3月分）

住民の動き （3月分）

（51）
（　）は1月からの累計

交　通 急　病
救急出場件数

火災出場件数

区分

区分

件数

人員
搬送

合計
その他

（4件）
3件

件数 0件

（5人）
4人

（35件）
10件

（33人）
9人

（39件）
6件

■救急

■火災

（33人）
6人

（78件）
19件

（71人）
19人

＋
＋
－
－
－
－
－
－

18
47
1
8

6，361
2，971
3，390
2，397

（1件）

16
38
2
2
36
19
17
2

ご 誕 生 お め で と う ご ざ い ま す

北　島　みなみ （女） 友　和 （新　町）

お 悔 や み 申 し 上 げ ま す

須　藤　健　太（貝　沢）・ （貝　沢）

末　永　く　お　幸　せ　に

坂　下　智　美

4月 4日

4月 5日

4月 7日

4月 7日

4月 8日

4月12日

4月13日

（80歳）

（91歳）

（69歳）

（84歳）

（90歳）

（91歳）

（88歳）

戸　巻　與　吉

新　田　フ　ヨ

高　橋　洋　光

佐々木　　　覓

小田島　ク　ニ

照　井　フ　ミ

竹　澤　光　藏

清水ヶ野

長瀬野

川　尻

太　田

新　町

鷲之巣

間木野

3月18日

3月18日

3月24日

3月27日

3月29日

3月29日

4月 3日

（88歳）

（82歳）

（73歳）

（89歳）

（88歳）

（73歳）

（61歳）

近　藤　ナ　カ

山　﨑　行　夫

髙　橋　　　渉

髙　橋　利　男

中　川　和　子

石　川　金　子

石　川　正　男

猿　橋

湯　本

中　村

巣　郷

川　舟

大　野

泉　沢

お知らせ

無
料
職
業
紹
介
所
の
利
用
を

若
年
者
の
町
内
就
職
を支

援
し
ま
す
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多
重
債
務
相
談
窓
口
の
ご
案
内

岩
手
県
ス
ポ
ー
ツ
推
進
審
議
会

委
員
の
公
募
に
つ
い
て

国
や
県
か
ら



広報

編集後記

広報編集委員が町内を駆け回り、「にしわが」をお伝えします。

　毎年楽しみの恒例行事は温泉旅行！齢を重ねてもさらに楽しみを持ちながら、会員２５人
で老人クラブ活動を行っています。
　昨年の温泉旅行は、横堀温泉「小町のかくれ里」紫雲閣（秋田県湯沢市）へ２０人が行脚、
その前年は鶯宿温泉、その前は金峰山温泉と、日帰りながらも足を伸ばして、温泉と親睦を
楽しんでいます。
　また、あやめ公園の草取りなどの奉仕活動やシニアスポーツ大会、取材前日もサロン会の
花見で展勝地へ（北上市）。若い会員が少い心配もありますが、元気に楽しく活動している
会です。

　４月は新しい年度を迎え、また入学や就職など新しいことが始まったり、変化がある時期。消費税が８％になり、
広報にしわがも担当が変わりました。広報を読んで違和感を感じた鋭い人もいるかと思います。広報１年生、宜しく
お願いします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　広報担当　内記　良伸

川尻一区 山百合会

　

西
和
賀
で
も
春
を
感
じ
る
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

　

春
と
い
え
ば
桜
。
湯
田
地
区
の
珍
し
い
桜
の
木
を
紹

介
し
ま
す
。

　

樹
径
70
セ
ン
チ
く
ら
い
の
ナ
ラ
の
木
に
、
12
セ
ン
チ

く
ら
い
と
６
セ
ン
チ
く
ら
い
の
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
が
共
生
し

て
い
る
共
生
木
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
は
、

そ
ば
に
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
が
な
い
の
で
、
ほ
か
で
鳥
が
食
べ

た
サ
ク
ラ
ゴ
の
種
か
ら
芽
が
出
て
育
っ
た
も
の
と
推
測

で
き
ま
す
。

　

例
年
だ
と
花
が
咲
く
の
は
五
月
は
じ
め
。
４
月
18
日

に
確
認
に
行
っ
て
来
ま
し
た
が
、
今
年
の
大
雪
に
も
耐

え
た
共
生
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
は
、
ツ
ボ
ミ
が
ま
だ
小
さ
く
、

少
し
遅
い
開
花
と
な
る
感
じ
が
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

（
広
報
編
集
委
員　
　

髙
橋　

祐
一
）

町内で様々な活動をしているグループ、個人を紹介していきます。

会長　髙橋　重三 さん
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広報編集委員が町内を駆け回り、「にしわが」をお

ザ
ク
ラ
は

ツ
ボ

が
ま
だ
小
さ

と
な
る
感
じ
が
し
ま
し
た
。

（
広
報
編
集
委
員

髙
橋

祐
一
）

4月18日撮影時（上）
数年前の満開時（左）

や ま ゆ り

「
共
生
の
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
」

・
・
・
・

よわい

ッ
ホホホホ

トト

し
わ
が

に

ト
ほ ととと

ホ
ッ
ホ
ッ
ト　　

に
し
わ
が

　
　

に
し
わ
が

ホ
ッ
ト　　

に
し
わ
が

ほっとほっとほっと


